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拝
啓　

新
村
出
様　
柳
田
国
男
書
簡
か
ら
み
る
民
俗
学
史
断
章

菊
地
暁

﹇
論
文
要
旨
﹈

❶
は
じ
め
に
│
方
法
と
し
て
の
京
都

❷
書
簡
概
要
│
重
山
文
庫
と
新
村
文
庫

❸
書
簡
管
見
│
民
俗
学
史
断
章

❹
お
わ
り
に
│
新
村
と
柳
田
の「
く
さ
れ
縁
」

　

従
来
の
「
民
俗
学
史
」
が
抱
え
て
き
た
「
柳
田
中
心
史
観
」「
東
京
中
心
史
観
」「
純
粋
民
俗
学
中

心
史
観
」
と
も
い
う
べ
き
一連
の
偏
向
を
打
開
す
べ
く
、
筆
者
は
「
方
法
と
し
て
の
京
都
」
を
提
唱
し
て

い
る
。
そ
の一環
と
し
て
本
稿
で
は
国
民
的
辞
書
『
広
辞
苑
』
の
編
者
・
新
村
出
（
一八
七
六
│
一九
六
七
）

を
取
り
上
げ
る
。
新
村
は
柳
田
国
男
と
終
生
親
交
を
結
び
続
け
た
が
、
そ
の
学
史
的
意
義
が
正
面
か
ら

問
わ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の一端
は
、
両
者
の
交
流
を
跡
づ
け
る
資
料
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
筆
者
は
、
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
な
ら
び
に
大
阪
市
立
大
学
新
村

文
庫
の
資
料
調
査
か
ら
、
柳
田
が
新
村
に
宛
て
た
五
〇
通
あ
ま
り
の
書
簡
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
便

宜
的
に
、ａ
）
研
究
上
の
応
答
、
ｂ
）
資
料
の
便
宜
、ｃ
）
運
動
と
し
て
の
民
俗
学
、
ｄ
）
運
動
と
し
て

の
方
言
学
、ｅ
）
交
友
録
、
に
区
分
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
は
、
明
治
末
年
か
ら
晩
年
に
至
る
ま

で
、
語
彙
研
究
を
中
心
と
し
た
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
柳
田
の
内
閣
書
記
官
記
録
課
長
時

代
に
新
村
が
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
得
て
い
る
こ
と
、
逆
に
柳
田
が
京
大
附
属
図
書
館
長
の
新
村
に
資
料

購
入
の
打
診
を
し
て
い
た
こ
と
、
柳
田
が
「
山
村
調
査
」（
一九
三
四
│
一九
三
六
）
の
助
成
金
獲
得
に
あ

た
り
、
新
村
に
京
大
関
係
者
へ
の
周
旋
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
、
一九
四
〇
年
創
立
の
日
本
方
言
学
会
の

運
営
に
あ
た
って
、
研
究
会
開
催
、
学
会
誌
発
行
、
会
長
選
考
、
資
金
繰
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

し
て
い
る
こ
と
、
等
々
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
柳
田
と
新
村
の
関
係
は
、一高
以
来
の
「
く
さ
れ
縁
」

と
称
す
る
の
が
最
も
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、そ
の
前
提
と
し
て
、「
生
け
る
言
語
」
への
強
い
意
志
、

飽
く
な
き
資
料
収
集
、
言
語
の
進
歩
への
楽
観
、
と
いっ
た
言
語
認
識
の
基
本
的
一致
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、
二
人
の
関
係
が
媒
介
と
な
っ
て
、
京
大
周
辺
の
研
究
者
と
柳
田
民
俗
学
と

の
交
流
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
柳
田
国
男
、
新
村
出
、
京
都
、
言
語
、
書
簡
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❶
は
じ
め
に
│
方
法
と
し
て
の
京
都

　
「
民
俗
学
史
」
が
従
来
抱
え
て
き
た
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
し
た
こ
と

が
あ
る
〔
拙
稿　

二
〇
〇
五
〕。
柳
田
中
心
史
観
、
東
京
中
心
史
観
、
純
粋
民
俗
学
中

心
史
観
、
そ
う
い
っ
た
一
連
の
偏
向
に
よ
り
、
柳
田
を
中
心
と
し
た
東
京
周
辺
の
研

究
者
に
よ
り
民
俗
学
が
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
確
立
さ
れ
る
過
程
を
描
く
予
定
調
和

的
な
物
語
に
終
始
し
、
結
果
と
し
て
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
っ
て
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
た
多
様
な
民
俗
学
的
実
践
が
欠
落
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
「
方
法
と
し
て
の
京
都
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
し

た
〔
同
前

）
1
（

〕。
粗
野
に
対
す
る
洗
練
、
野
外
に
対
す
る
文
献
、
在
野
の
学
に
対
す
る

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
│
│
対
象
、
方
法
、
主
体
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
野
の
学
問
」
に
正
反

対
の
要
素
を
抱
え
込
む
「
京
都
」
と
い
う
都
市
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
民
俗
学
を
相
対
化
さ
せ
る
契
機
と
な
る
。
そ
し
て
じ
じ
つ
、「
京
都
」
で
は

従
来
の
「
民
俗
学
史
」
が
捉
え
き
れ
な
い
多
様
な
主
体
に
民
俗
学
の
影
響
が
到
達
し

て
い
た
の
で
あ
る
〔
拙
稿
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
〕。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
展
開
の
一
例
と
し
て
国
民
的
辞
書
『
広
辞
苑
』〔
岩
波

書
店　

一
九
五
五
〕
の
編
者
と
し
て
名
高
い
新
村
出
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
新
村

の
略
歴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

）
2
（

。

新
村
出
。
明
治
九
年
、
山
口
県
山
口
町
（
現
山
口
市
）
生
ま
れ
。
父
は
幕
臣
で

当
時
山
口
県
令
を
務
め
た
関
口
隆
吉
。
一
高
在
学
中
に
上
田
万
年
の
講
演
を
聴

い
た
こ
と
か
ら
言
語
学
を
志
し
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科
で
そ
の
上
田

の
指
導
の
下
、
日
本
語
の
言
語
学
的
研
究
に
着
手
。
明
治
四
二
年
、
新
設
さ
れ

た
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
言
語
学
講
座
の
初
代
教
授
に
着
任
。
以
後
、
終
生

京
都
に
居
を
置
き
、
日
本
語
の
比
較
言
語
学
的
研
究
、
南
蛮
・
キ
リ
シ
タ
ン
史

料
の
研
究
、
語
源
・
語
誌
研
究
な
ど
に
膨
大
な
業
績
を
残
す
。

　

こ
の
新
村
が
柳
田
と
終
生
親
交
を
結
び
続
け
た
こ
と
は
思
い
の
ほ
か
知
ら
れ
て
い

な
い
。
正
確
に
い
え
ば
、そ
の
親
交
の
学
史
的
意
義
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
幕
臣
の
子
と
庶
民
の
子
、
帝
大
教
授
と
民
間
学
者
、
イ
ン
ド

ア
派
と
ア
ウ
ト
ド
ア
派
、
一
見
相
反
す
る
二
人
の
経
歴
を
考
え
る
と
そ
れ
も
無
理
か

ら
ぬ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
二
人
の
学
問
は
何
度
と
な
く
交
差
し
、
そ

こ
か
ら
紡
ぎ
あ
げ
ら
れ
た
言
語
観
は
意
外
な
ほ
ど
共
鳴
す
る
。
後
学
に
見
落
と
し
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
な
ら
び
に
大
阪
市
立
大
学
新
村
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
る
書
簡
群
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
新
村
と
柳
田
の
知
的
交
流
を
考
察
す
る
。

な
お
、
二
人
の
知
的
交
流
と
言
語
観
を
概
観
し
た
拙
稿
〔
印
刷
中
ａ
〕、
二
人
の
旧

蔵
書
を
検
討
し
た
拙
稿
〔
印
刷
中
ｂ
〕
も
併
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

❷
書
簡
概
要
│
重
山
文
庫
と
新
村
文
庫

　
『
新
村
出
全
集
』〔
筑
摩
書
房　

一
九
七
一
│
七
三
〕お
よ
び『
定
本
柳
田
国
男
集
』〔
筑

摩
書
房　

一
九
六
二
│
七
一
〕
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
簡
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど

う
い
う
わ
け
か
二
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い

）
3
（

。
年
譜
・
索

引
等
か
ら
二
人
の
交
流
を
あ
る
程
度
確
認
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
親
密

な
交
流
が
可
視
化
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
書
簡
の
不
在
が
一
因
を
な
し
て

い
る
。

　

柳
田
が
新
村
に
宛
て
た
書
簡
、す
な
わ
ち
新
村
側
に
残
っ
た
分
に
関
し
て
い
え
ば
、

未
収
録
は
ど
う
や
ら
未
整
理
の
た
め
だ
っ
た
。
新
村
出
の
関
係
資
料
は
昭
和
五
六
年

五
月
六
日
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
に
残
さ
れ
て
い
る
。
同
財
団

は
「
故
新
村
出
の
手
稿
及
び
収
集
し
た
図
書
・
資
料
の
整
理
保
存
及
び
公
開
を
計
る

と
と
も
に
、
国
語
学
・
言
語
学
の
調
査
研
究
を
促
進
し
、
助
成
し
て
そ
の
進
歩
発
展

を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
の
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
も
の
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で
〔
記
念
文
集
編
集
委
員
会
二
〇
〇
六
：
一
〕、
新
村
出
の
原
稿
、
書
簡
、
蔵
書
等
は
「
重

山
文
庫
」
と
し
て
保
存
さ
れ
、
今
も
整
理
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
同
財
団
編
『
新
村

出
博
士
宛
発
信
者
名
簿
（
未
定
稿
）』〔
一
九
九
六
〕
に
よ
れ
ば
、
発
信
者
数
約
三
四

〇
〇
人
、
総
数
約
一
二
七
〇
〇
通
の
新
村
宛
書
簡
（
含
む
ハ
ガ
キ
）
が
残
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
は
こ
の
う
ち
柳
田
国
男
の
新
村
宛
書
簡
五
一
通
を
閲
覧
・
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
大
阪
市
立
大
学
・
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
附
属
図
書
館
）

新
村
文
庫
に
も
柳
田
の
新
村
宛
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
文
庫
は
大
阪
市
立
大

学
が
新
村
出
旧
蔵
書
を
昭
和
二
四
年
、
四
五
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
購
入
し
た
も
の

で
、
二
万
冊
を
超
え
る
と
い
う
新
村
蔵
書
の
う
ち
「
言
語
学
、
国
語
、
国
文
学
関
係

の
文
献
を
中
心
と
し
た
」
旧
蔵
書
の
主
要
部
分
七
五
七
九
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

）
4
（

。

こ
れ
ら
の
蔵
書
に
は
新
村
出
に
よ
る
書
込
、
貼
込
、
挟
込
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

な
か
か
ら
柳
田
が
新
村
に
宛
て
た
三
点
の
絵
ハ
ガ
キ
と
一
点
の
書
簡
断
簡
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
書
簡
断
簡
は
重
山
文
庫
所
蔵
書
簡
の
一
部
で
あ
る
と

判
明
し
た
た
め
、
両
文
庫
あ
わ
せ
て
書
簡
一
七
点
、
ハ
ガ
キ
三
七
点
、
合
計
五
四
点

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
年
次
順
に
並
べ
て
翻
字
し
、
注
記
を
加
え

た
の
が
資
料
「
新
村
出
宛
柳
田
国
男
書
簡
一
覧
」
で
あ
る
。

　

こ
の
書
簡
群
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
、
量
の
多
さ
を
指
摘
で
き
る
。
柳
田
の

書
簡
を
収
録
し
た
『
定
本
』
別
巻
四
に
は
四
七
名
に
宛
て
た
五
〇
〇
通
あ
ま
り
の
書

簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
本
巻
に
提
供
さ
れ
た
書
簡
は
、
頁
数
の
都
合
上
、
そ
の

全
部
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
、
編
集
部
に
お
い
て
適
宜
選
択
、
掲

載
し
た
」
と
あ
る
が
〔
柳
定
別
四
：
六
八
九
〕、
総
数
や
選
択
基
準
な
ど
不
明
な
点
が

多
い
。
こ
の
う
ち
、
佐
々
木
喜
善
宛
（
一
〇
八
通
）、
胡
桃
沢
勘
内
宛
（
九
五
通
）

が
群
を
抜
く
ほ
か
は
、
大
森
義
憲
（
二
七
通
）、
南
方
熊
楠
（
二
六
通
）、
平
山
敏
治

郎
（
二
五
通
）
と
多
く
て
も
三
〇
通
弱
に
、
大
半
は
数
通
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
新

村
宛
五
四
通
と
い
う
数
字
が
特
筆
に
値
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う

）
5
（

。

　

第
二
に
時
期
的
な
広
が
り
が
あ
る
。
柳
田（
一
八
七
五
│
一
九
六
二
）と
新
村（
一

八
七
六
│
一
九
六
七
）
は
旧
制
一
高
在
学
中
か
ら
晩
年
ま
で
、
六
〇
年
以
上
に
わ
た

る
交
友
を
結
ん
で
お
り
、
年
代
に
よ
る
粗
密
は
あ
る
も
の
の
、
書
簡
は
明
治
四
四
年

か
ら
昭
和
三
五
年
ま
で
五
〇
年
あ
ま
り
に
及
ん
で
い
る
。
大
正
期
に
集
中
す
る
南
方

熊
楠
、
戦
前
で
途
絶
え
る
佐
々
木
喜
善
、
胡
桃
沢
勘
内
ら
の
も
の
と
異
な
り
、
長
い

タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
の
交
友
関
係
、
と
り
わ
け
晩
年
の
そ
れ
を
た
ど
れ
る
点
も
希
有
と

い
っ
て
よ
い
。

　

さ
ら
に
は
、
関
連
資
料
の
存
在
も
重
要
で
あ
る
。
柳
田
宛
新
村
書
簡
の
行
方
は
未

詳
だ
が

）
6
（

、そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
新
村
旧
蔵
書
の
書
込
が
あ
る
。新
村
自
ら
、「
私

の
癖
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
書
を
得
た
と
き
に
は
、
ど
こ
の
店
で
求
め
た
と
か
、
何
び

と
か
ら
贈
ら
れ
た
と
か
、
い
つ
読
み
ふ
け
り
、
い
つ
読
み
お
え
た
か
と
い
う
こ
と
を
、

そ
の
書
物
の
扉
や
奥
付
の
近
く
に
、
な
に
か
し
ら
簡
単
に
書
き
つ
け
て
お
く
の
が
例

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
〔
新
全
一
三
：
二
〇
二
〕、旧
蔵
書
に
は
多
く
の
書
込
、

貼
込
、
挟
込
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
書
簡
の
欠
を
補
う
情
報
源
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、

新
村
の
著
作
に
は
柳
田
へ
の
言
及
が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
柳

田
に
対
す
る
新
村
の
応
答
を
相
当
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〔
拙
稿
：
印

刷
中
ａ
、
ｂ
〕。

　

と
は
い
え
、
予
め
結
論
的
に
述
べ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
書
簡
群
の
最
も
特
筆
す
べ

き
点
は
「
老
友
」〔
柳
全
一
九
：
六
七
三
〕
新
村
に
宛
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
そ
れ
自

体
に
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
、
柳
田
に
「
友
人
」
は
ど
れ
だ
け
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
柳
田
が
後
に
「
民
俗
学
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
学
問
運
動
を
起
ち

上
げ
る
な
か
で
、全
国
各
地
に
数
多
の
協
力
者
を
見
出
し
、膨
大
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
は
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
、

柳
田
を
「
師
」
と
仰
ぐ
わ
け
で
も
な
い
、
真
に
「
友
」
と
呼
び
う
る
人
物
は
ど
れ
ほ

ど
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、終
生
交
流
を
保
ち
続
け
た
人
物
を
挙
げ
る
な
ら
、

新
村
が
そ
の
最
有
力
候
補
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
簡
群
に
は
、そ
の
よ
う
な「
老

友
」
相
手
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
率
直
な
物
言
い
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
他
の
資
料
か

ら
は
な
か
な
か
照
射
さ
れ
な
い
、
柳
田
、
そ
し
て
運
動
と
し
て
の
民
俗
学
の
生
々
し
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い
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
点
こ
そ
、新
村
宛
柳
田
書
簡
の
最
大
の
魅
力
だ
ろ
う
。

❸
書
簡
管
見
│
民
俗
学
史
断
章

　

新
村
宛
柳
田
書
簡
は
一
点
一
点
そ
れ
ぞ
れ
に
二
人
を
め
ぐ
る
同
時
代
状
況
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
詳
細
は
書
簡
原
文
を
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、こ
こ
で
は
便
宜
上
、

ａ
）
研
究
上
の
応
答
、
ｂ
）
資
料
の
便
宜
、
ｃ
）
運
動
と
し
て
の
民
俗
学
、
ｄ
）
運

動
と
し
て
の
方
言
学
、
ｅ
）
交
友
録
、
の
五
点
に
つ
き
、
関
連
資
料
と
あ
わ
せ
て
紹

介
し
た
い
。

ａ
）
研
究
上
の
応
答

　

新
村
と
柳
田
の
学
問
面
で
の
交
流
が
痕
跡
を
残
す
の
は
、新
村
が
京
大
に
着
任
し
、

柳
田
の
郷
土
研
究
が
本
格
化
す
る
明
治
末
年
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
三
月
二

六
日
書
簡
（
資
料
1
）
が
そ
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
。
新
村
は
創
刊
間
も
な
い
京
大

文
科
の
紀
要
『
芸
文
』
に
「
鷹
狩
」
を
発
表
、
古
今
東
西
の
鷹
狩
資
料
を
紹
介
す
る

な
か
で
、
北
ア
ジ
ア
で
鷹
を
さ
す
「
ク
チ
」「
ク
シ
」
と
い
う
古
語
を
取
り
上
げ
る
。

こ
れ
が
「
ク
ヂ
ラ
」「
ク
シ
ラ
」
と
い
う
地
名
を
気
に
か
け
て
い
た
柳
田
の
目
に
止

ま
り
、こ
の
書
簡
を
し
た
た
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
柳
田
は「
ハ
マ
」「
コ

ハ
清
水
」「
カ
ル
イ
沢
」「
ト
ウ
マ
イ
」「
石
名
坂
」
な
ど
の
語
義
不
詳
の
地
名
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
と
も
に
、「
実
は
小
生
ハ
諸
国
辺
土
の
地
名
を
集
め
地
形
と
比
照
し

て
死
滅
し
た
る
古
国
語
を
発
掘
し
、
か
ね
て
ハ
古
代
人
の
生
活
を
探
り
申
度
」
と
自

ら
の
地
名
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
披
瀝
、
参
照
す
べ
き
辞
典
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
て
い
る
。
な
お
、
同
年
七
月
、
美
濃
越
前
の
視
察
を
終
え
た
柳
田
は
京
都

に
立
ち
寄
っ
て
新
村
や
そ
の
同
僚
、
内
藤
湖
南
（
東
洋
史
）、
小
川
琢
治
（
地
理
学
）

な
ど
と
面
会
し
て
お
り
、
本
書
簡
に
始
ま
る
新
村
と
柳
田
の
応
答
が
、
柳
田
と
京
大

文
科
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
学
問
的
交
流
が
開
始
さ
れ
る
一
因
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

　

こ
れ
以
後
も
、「
岨
を
ハ
エ
、
ハ
チ
と
い
ふ
こ
と
」（
昭
和
三
年
一
月
二
一
日
書
簡
：

資
料
7
）、「
オ
ツ
リ
」（
昭
和
一
一
年
六
月
三
〇
日
書
簡
：
資
料
21
）、「
若
」（
昭
和

一
六
年
二
月
二
一
日
ハ
ガ
キ
：
資
料
30
）、「
ス
ワ
ン
メ
エ
デ
ン
の
類
型
」（
昭
和
二

六
年
三
月
一
二
日
ハ
ガ
キ
：
資
料
50
）
な
ど
、
語
彙
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
終
生
続
け
ら
れ
た
研
究
上
の
応
答
か
ら
は
、

互
い
の
学
識
に
対
す
る
深
い
信
頼
を
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

ｂ
）
資
料
の
便
宜

　

柳
田
と
新
村
は
そ
の
公
職
上
の
地
位
か
ら
互
い
に
資
料
的
な
便
宜
を
提
供
し
あ
う

関
係
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
柳
田
は
官
僚
時
代
、
内
閣
書
記
官
記
録
課
長
を
兼
任

す
る
が
（
明
治
四
三
年
六
月
二
二
日
〜
大
正
三
年
四
月
一
三
日
）、
明
治
四
四
年
十

月
一
日
に
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
長
と
な
っ
た
新
村
は
、
柳
田
の
便
宜
で
内
閣
文
庫

を
調
査
し
て
い
る
。
後
年
、「
近
世
日
本
と
海
外
殊
に
南
国
遠
西
と
の
交
渉
に
因
め

る
所
の
史
料
と
典
籍
と
を
彙
集
し
且
つ
異
国
情
緒
の
豊
か
な
る
著
作
を
加
え
た
」〔
新

全
八
：
五
〇
一
〕『
海
表
叢
書
』
全
六
巻
〔
更
生
閣　

一
九
二
七
│
一
九
二
八
〕
の
編
纂

に
際
し
て
、
そ
の
成
果
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
叢
書
収
載
の
「
宝
暦
十
二
年
壬
午

琉
球
船
が
土
佐
国
西
南
海
湾
の
入
口
に
位
す
る
柏
島
の
沖
よ
り
湾
内
の
大
島
浦
に
漂

着
し
た
の
を
、
藩
儒
戸
部
良
熙
が
就
い
て
取
調
べ
て
琉
球
の
事
物
に
つ
い
て
尋
問
し

た
筆
記
談
」〔
同
前
：
五
四
一
〕
で
あ
る
『
大
島
筆
記
』
は
、
京
大
所
蔵
本
に
欠
け
て

い
た
付
録
一
冊
を
、「
柳
田
国
男
氏
の
文
庫
主
管
中
」
の
「
大
正
三
年
」
に
「
補
写
」

し
た
と
い
う
〔
同
前
：
五
四
一
│
五
四
二
〕。

　

後
に
新
村
が
「
同
君
が
内
閣
法
制
局
の
参
事
官
か
書
記
官
の
在
任
中
、
明
治
の
末

か
、
大
正
の
初
か
、
私
が
京
大
教
授
と
し
て
附
属
図
書
館
長
に
兼
補
さ
れ
て
居
た
時

分
に
、
同
君
も
内
閣
文
庫
を
管
理
中
、
同
文
庫
を
寛
大
に
閲
覧
す
る
こ
と
を
許
容
せ

ら
れ
﹇
…
﹈、
そ
の
際
の
副
産
物
と
し
て
忘
却
し
な
い
逸
事
は
、
柳
田
君
か
ら
招
待

さ
れ
て
、
一
夕
、
春
の
一
夕
で
あ
つ
た
が
、
柳
橋
の
、
た
ぶ
ん
柳
橋
亭
と
か
で
あ
つ
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た
と
お
ぼ
え
る
が
、
河
畔
の
小
室
に
、
島
崎
藤
村
と
同
席
し
浅
酌
歓
談
し
た
こ
と
が

あ
つ
た
」〔
新
全
一
四
：
五
五
五
〕
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
こ
の
大
正
三
年

を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
柳
田
も
新
村
の
便
宜
を
得
て
い
る
。
大
正
八
年
に
官
界
を
去
り
、
そ
の
翌

年
一
二
月
、
生
涯
最
初
で
最
後
の
沖
縄
へ
の
旅
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
『
海
南
小
記
』

の
旅
に
赴
く
柳
田
は
、
出
発
前
の
一
〇
月
一
九
日
、
新
村
の
案
内
で
京
大
附
属
図
書

館
を
訪
れ
琉
球
関
係
古
記
録
を
閲
覧
し
て
い
る
〔
新
全
年
譜
、
柳
伝
年
譜
〕。

　

こ
う
し
た
柳
田
の
南
島
へ
の
傾
斜
と
い
う
文
脈
で
興
味
深
い
の
が
、
大
正
一
四
年

九
月
一
八
日
付
書
簡
（
資
料
6
）
で
あ
る
。
沖
縄
伝
道
中
の
「
米
人
宣
教
師
ブ
ー
ル
」

が
琉
球
伝
道
の
先
駆
者
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
顕
彰
の
た
め
、
遺
族
か
ら
資
料
を
借
り

出
し
て
伝
記
を
作
成
中
で
あ
り
、
そ
の
「
当
時
の
史
料
と
な
す
べ
き
も
の
少
か
ら
ざ

る
」
資
料
が
近
日
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
憂
い
、「
何
と
か
し
て
此
際
一
本
の
コ
ピ
ー

な
り
共
、
日
本
に
保
存
し
置
き
度
候
が
、
右
ブ
ー
ル
氏
世
話
の
下
に
鹿
児
島
に
て
之

を
写
取
ら
し
む
へ
き
費
用
出
途
無
之
候
、
二
百
円
内
外
の
こ
と
な
ら
は
其
本
の
値
と

し
て
貴
図
書
館
に
て
御
支
出
の
見
込
ハ
無
之
哉
」
と
資
料
購
入
費
用
の
負
担
を
打
診

し
て
い
る
。
研
究
上
の
同
志
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
公
職
上
の
地
位
ま
で
も
あ
て
に

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
該
当
資
料
は
京
大
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
お
ら
ず
、
柳
田
の
依
頼
も
成
就
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

な
お
、
資
料
的
な
協
力
と
い
う
点
で
は
、
図
書
の
授
受
が
相
当
数
行
わ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
詳
細
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
〔
拙
稿
：
印
刷
中
ｂ
〕。

ｃ
）
運
動
と
し
て
の
民
俗
学

　

本
書
簡
中
で
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
学
会
運
営
を
め
ぐ
る
記
述
の
生
々
し
さ
で

あ
る
。
民
俗
学
関
係
で
は
、
昭
和
九
年
二
月
一
五
日
付
書
簡
（
資
料
16
）
が
注
目
さ

れ
る
。さ

て
昨
年
の
九
月
よ
り
毎
週
一
日
づ
つ
小
著
「
民
間
伝
承
論
」
の
筆
記
を
後
藤

興
善
君
に
頼
ミ
候
際
、
傍
聴
者
十
余
人
有
之
何
れ
も
小
生
が
私
案
に
従
ひ
全
国

的
に
積
極
調
査
の
行
脚
を
試
ミ
ん
と
決
意
い
た
し
候
に
付
、
色
々
と
案
を
ね
り

各
県
一
以
上
の
最
も
世
に
知
ら
れ
ざ
る
山
村
の
習
俗
慣
行
を
今
後
三
年
の
間
に

調
べ
て
見
る
こ
と
に
致
し
、
其
経
費
の
補
助
を
学
術
振
興
会
に
申
請
仕
候
。
貴

堂
最
近
に
委
員
を
御
抜
け
被
成
候
ハ
力
落
し
に
候
へ
共
幸
ひ
に
瀧
﹇
精
一
﹈
委

員
長
を
始
め
東
京
の
諸
氏
に
ハ
其
趣
意
を
同
情
を
以
て
御
聴
取
被
下
候
羽
田

﹇
亨
﹈
教
授
に
も
御
差
支
な
か
ら
ば
御
可
認
被
下
候
や
う
に
内
々
御
口
添
を
給

り
度
願
上
候
。

　

柳
田
民
俗
学
確
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
も
い
う
べ
き
「
山
村
調
査
」〔
一
九
三
四

〜
三
六
〕
の
実
施
要
領
を
説
明
し
、
学
術
振
興
会
へ
の
補
助
金
獲
得
に
向
け
て
、
学

術
振
興
会
委
員
で
新
村
の
同
僚
で
あ
る
羽
田
亨
（
東
洋
史
）
に
協
力
を
依
頼
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
の
だ
。
赤
裸
々
な
ま
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
だ
が
、

民
俗
学
の
協
力
者
と
し
て
京
大
周
辺
を
恃
み
と
し
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る

）
7
（

。

　

じ
っ
さ
い
、
当
時
の
京
大
で
は
国
史
学
教
授
・
西
田
直
二
郎
を
中
心
と
し
て
京
大

民
俗
学
会
が
設
立
さ
れ
（
昭
和
二
年
一
二
月
）、
学
科
・
専
攻
を
越
え
て
集
ま
っ
た

学
徒
た
ち
が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
柳
田
自
身
も
上
洛
の
度
に
こ
れ
に
参
加
し
て

い
る
〔
拙
稿
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
〕。
ま
た
、
昭
和
九
年
、
昭
和
一
二
年
に
は
西
田

の
尽
力
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
京
都
府
神
職
会
の
寄
付
講
座
（
神
道
史
講
座
）
に
お

い
て
、
柳
田
の
集
中
講
義
が
実
施
さ
れ
、
受
講
生
に
多
大
な
感
銘
を
与
え
て
い
る

）
8
（

。

当
時
の
京
大
周
辺
に
は
民
俗
学
に
一
定
の
理
解
を
示
す
研
究
者
が
相
当
数
存
在
し
、

柳
田
に
と
っ
て
不
可
欠
の
学
問
的
援
軍
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ｄ
）
運
動
と
し
て
の
方
言
学

　

一
方
、
新
村
に
と
っ
て
よ
り
本
筋
と
な
る
の
は
国
語
・
方
言
学
に
関
す
る
も
の
だ

ろ
う
。
柳
田
『
蝸
牛
考
』〔
刀
江
書
院　

一
九
三
〇
〕
を
含
む
「
言
語
誌
叢
刊
」
に
つ

い
て
の
相
談
（
資
料
9
）
な
ど
、
興
味
深
い
や
り
と
り
は
多
々
見
ら
れ
る
が
、
と
り
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わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
昭
和
一
五
年
一
〇
月
一
三
日
創
立
の
日
本
方
言
学
会
を

め
ぐ
る
書
簡
で
あ
る
。
柳
田
が
初
代
会
長
、
新
村
が
二
代
会
長
と
会
務
の
中
心
を
務

め
た
こ
と
か
ら
、
研
究
会
・
講
演
会
（
資
料
26
、
28
、
31
）、
学
会
誌
（
資
料
26
、

28
、
29
）、
会
長
選
考
（
資
料
32
、
33
、
35
、
36
）、
資
金
繰
り
（
資
料
26
、
37
）
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
が
話
題
と
な
る
。

　

生
々
し
い
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
資
金
繰
り
に
関
す
る
も
の
で
、
昭
和
一
五
年
一

一
月
三
日
付
書
簡
（
資
料
26
）
で
は
、「
名
誉
会
員
ハ
功
を
立
て
さ
せ
て
か
ら
推
薦

す
る
以
外
に
学
位
に
非
ず
し
て
此
会
に
関
心
を
も
つ
大
人
物
、
平
た
く
い
ふ
な
ら
金

を
出
し
助
け
て
く
れ
さ
う
な
人
に
は
前
に
名
誉
会
員
に
な
つ
て
も
ら
ふ
方
が
よ
く
無

い
か
と
存
し
候
。
ど
う
か
御
賛
成
被
下
度
候
実
ハ
放
送
協
会
ゝ
長
を
入
れ
た
き
下
心

に
候
。
文
部
大
臣
も
と
存
し
を
り
候
。
是
非
ご
賛
同
を
得
た
く
候
」
と
、
な
り
ふ
り

構
わ
ぬ
金
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
寄
付
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
言
及
し
た
昭
和
一
七
年
一
〇
月
一
五
日
付

書
簡
（
資
料
37
）
に
は
、「
実
は
会
へ
出
て
時
を
費
す
よ
り
も
、
砧
村
に
引
込
ん
で

居
て
独
り
で
働
く
方
が
能
率
が
上
る
と
存
じ
、
も
う
少
し
古
い
ノ
ー
ト
の
整
頓
に
打

込
み
た
い
と
思
つ
て
居
る
の
で
す
。
方
言
を
や
や
片
づ
け
た
ら
、
其
次
は
メ
ェ
ル
ヘ

ン
だ
け
を
専
門
に
楽
み
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
」
と
嫌
気
の
さ
し
た
心
中
が
吐
露

さ
れ
て
い
る
。「
メ
ェ
ル
ヘ
ン
だ
け
を
専
門
に
楽
み
た
い
」と
い
う
願
い
は
、敗
戦
後
、

「
い
よ
〳
〵
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
世
」〔
柳
全
二
〇
：
六
七
二
〕
と
な
っ
た
た
め
に
実
現

を
見
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
柳
田
の
志
向
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
一
節
で
あ
る
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
に
尽
力
す
る
姿
も
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
昭
和
一
六
年
一

月
一
二
日
、
文
部
省
国
語
課
長
・
大
岡
保
三
、
木
下
杢
太
郎
（
太
田
正
雄
）、
岸
田

国
士
、
新
村
、
柳
田
と
い
う
参
加
者
に
よ
っ
て
放
送
座
談
会
「
国
語
を
語
る
」
が
ラ

ジ
オ
に
流
れ
る
が
、
こ
の
企
画
が
柳
田
に
よ
っ
て
画
策
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
同
年
一

月
五
日
付
書
簡
（
資
料
29
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
文
部
省
に
国
語
課
が
新
設
せ

ら
れ
た
の
を
機
に
、「
こ
の
際
そ
の
大
岡
課
長
ニ
出
来
る
だ
け
今
の
腹
を
打
明
け
て

も
ら
ひ
、
そ
れ
を
全
国
の
小
学
教
師
の
心
あ
る
者
に
聴
か
せ
る
や
う
ニ
」
と
意
見
し

て
番
組
を
立
ち
上
げ
さ
せ
、「
文
士
と
し
て
最
近
の
国
語
現
象
に
色
々
の
注
文
と
不

満
と
を
も
ち
つ
ゝ
今
ま
で
一
度
も
放
送
ニ
出
た
こ
と
が
無
い
」
木
下
杢
太
郎
、「
種
々

国
語
に
つ
い
て
多
く
の
考
を
も
つ
て
居
」
り
か
つ
「
人
気
の
多
い
」
岸
田
国
士
、
そ

れ
に
新
村
、
柳
田
が
加
わ
る
と
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
助
言
し
て
い
る
。「
私
の
い

ふ
こ
と
ハ
実
ハ
今
ま
で
ハ
き
つ
過
ぎ
る
の
で
悦
ハ
れ
す
、
又
自
分
で
も
戒
め
て
居
り

ま
し
た
ら
、
今
度
ハ
更
に
謹
慎
し
て
努
め
て
穏
健
な
実
現
の
出
来
そ
う
な
意
見
の
陳

列
に
産
婆
し
た
い
と
念
じ
て
居
り
ま
す
」
と
珍
し
く
（
？
）
自
重
し
て
い
る
の
も
面

白
い
。

　

ま
た
、
同
書
簡
は
方
言
学
会
の
閉
塞
状
況
に
も
言
及
す
る
。

只
今
の
大
き
な
心
配
は
、
折
角
会
が
出
来
舞
台
は
と
ゝ
の
つ
て
も
皆
が
尻
込
を

し
て
何
も
発
表
し
な
い
で
居
こ
と
、
物
笑
ひ
に
絶
り
は
す
ま
い
か
と
い
ふ
こ
と

で
す
。
少
し
か
あ
と
で
訂
正
せ
ら
れ
る
や
う
な
こ
と
で
も
ど
し
〳
〵
言
つ
て
の

け
る
や
う
な
勇
気
を
若
い
人
た
ち
に
も
た
せ
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ

で
私
の
在
任
中
に
一
度
ハ
大
会
に
て
何
か
御
話
し
て
下
さ
れ
、
且
つ
尻
込
座
の

尻
を
打
つ
こ
と
に
御
手
を
御
貸
し
下
さ
れ
候
や
う
夙
く
か
ら
願
つ
て
置
き
ま

す
。
只
今
の
形
勢
で
は
全
く
任
期
を
一
年
に
し
て
置
い
て
よ
か
つ
た
と
思
ふ
ば

か
り
で
す
。
何
の
為
に
学
会
を
作
つ
た
ら
う
か
と
い
う
感
じ
も
し
な
い
で
ハ
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
で
す
も
う
一
働
き
御
一
し
よ
に
働
い
て
見
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

せ
っ
か
く
立
ち
上
げ
た
学
会
の
不
振
を
嘆
き
つ
つ
、
新
村
に
テ
コ
入
れ
の
助
力
を

求
め
て
い
る
。
講
演
、
放
送
、
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
活
用
し
、
学
会
内

外
で
学
問
的
関
心
を
高
め
よ
う
と
努
力
す
る
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
学
問
が

多
数
の
協
同
を
要
す
る
社
会
的
営
為
で
あ
る
こ
と
は
柳
田
の
大
前
提
で
あ
り
、
そ
し

て
新
村
は
そ
の
貴
重
な
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で
あ
る
。
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書
簡
か
ら
は
し
ば
し
ば
意
外
な
人
と
人
と
の
出
会
い
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
考
古

学
会
遠
足
で
訪
れ
た
足
利
か
ら
送
ら
れ
た
大
正
二
年
四
月
二
〇
日
付
絵
ハ
ガ
キ
（
資

料
3
）
に
は
、
柳
田
、
中
島
信
虎
（
経
済
学
者
）、
後
藤
朝
太
郎
（
言
語
学
者
）
の

三
人
が
名
前
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
と
し
て
滞
欧
中
の
柳

田
が
ベ
ル
ン
か
ら
寄
せ
た
絵
ハ
ガ
キ
（
資
料
4
）
に
は
、
新
村
の
同
僚
で
あ
る
京
大

文
科
の
成
瀬
無
極
（
ド
イ
ツ
文
学
者
）、京
大
農
科
の
橋
本
伝
左
衛
門
（
農
業
経
済
学
）

が
名
を
連
ね
て
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
著
名
だ
が
、
こ
う
し
た
並
び

で
登
場
す
る
こ
と
は
予
想
外
だ
ろ
う
。
敗
戦
後
、
柳
田
が
新
村
の
消
息
を
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
翻
訳
紹
介
で
有
名
な
言
語
学
者
・
小
林
英
夫
か
ら
聞
い
て
い
る
の
も
そ
の
類
か

も
し
れ
な
い
（
資
料
39
）。

　

新
村
、柳
田
、吉
村
冬
彦
（
寺
田
寅
彦
）、斎
藤
茂
吉
の
四
人
の
会
合
が
流
会
に
な
っ

た
一
件
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
書
簡
が
あ
る
。『
現
代
日
本
文
学
全
集
』第
五
八
編〔
改

造
社　

一
九
三
一
〕
に
四
人
の
随
筆
が
収
録
さ
れ
た
の
を
機
と
し
て
、
会
合
が
予
定

さ
れ
た
も
の
の
、
茂
吉
の
旧
友
・
平
福
百
穂
の
訃
報
に
よ
り
流
会
と
な
っ
た
。
後
年
、

柳
田
は
「
俳
諧
と
俳
諧
感
」
の
な
か
で
、「
ど
う
し
て
寺
田
さ
ん
が
あ
れ
程
の
執
心

を
以
て
、
連
句
の
俳
諧
に
遊
ん
で
居
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
尋
ね
た
ら
き
つ
と
新
し

い
答
へ
が
得
ら
れ
、
又
同
席
の
二
老
も
多
分
耳
を
そ
ば
だ
て
ゝ
そ
れ
を
聴
き
、
た
ゞ

庭
の
樹
を
眺
め
た
り
お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
て
、
話
の
切
れ
間
を
待
つ
と
い
ふ
や
う

な
こ
と
は
せ
ら
れ
な
か
つ
た
ら
う
」と
面
談
の
機
を
逸
し
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る〔
柳

定
七
：
四
八
二
〕。
こ
の
な
か
で
「
昭
和
七
年
の
秋
」
と
あ
る
の
は
昭
和
八
年
の
誤
り

で
あ
り
（
資
料
15
）、
か
つ
、「
も
う
一
度
是
を
言
ひ
出
す
力
が
抜
け
」
た
わ
け
で
は

な
く
〔
柳
定
七
：
四
八
一
〕、
少
な
く
と
も
昭
和
九
年
四
月
ま
で
は
日
程
調
整
が
続
い

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
資
料
18
）。

　

柳
田
が
亡
弟
・
松
岡
静
雄
の
遺
著
に
ま
つ
わ
る
相
談
を
も
ち
か
け
た
昭
和
一
一
年

六
月
三
〇
日
お
よ
び
七
月
二
三
日
の
書
簡
（
資
料
21
、
22
）
も
興
味
深
い
。
松
岡
遺

著
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
語
の
綜
合
研
究
』〔
岩
波
書
店　

一
九
三
五
〕
は
、「
自
費
に
て

八
十
部
だ
け
印
刷
」
し
た
ば
か
り
で
遺
族
に
は
か
な
り
の
借
金
が
残
っ
た
が
、「
日

頃
に
似
ず
穏
健
」
な
内
容
で
「
そ
の
整
理
せ
し
源
料
と
考
へ
方
と
ハ
参
考
の
価
有
」

書
物
な
の
で
、「
数
百
部
を
刷
り
増
し
て
図
書
館
や
大
学
等
に
も
保
存
し
て
も
ら
」

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
亡
弟
の
記
念
に
も
な
り
遺
族
の
借
金
も
解
消
す
る
の
で
ご
助

力
を
乞
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
頼
ま
れ
た
新
村
も
難
儀
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
国
男
の

静
雄
に
対
す
る
屈
折
し
た
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

書
面
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
と
は
い
え
、
当
た
り

前
な
が
ら
基
本
的
に
は
新
村
と
柳
田
の
交
流
記
録
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
こ
れ
ら
の

書
信
に
は
新
村
の
体
調
や
伴
侶
へ
の
気
遣
い
の
言
葉
が
頻
出
し
、
ま
た
、
旅
先
か
ら

の
あ
い
さ
つ
、
新
村
か
ら
の
来
訪
、
新
村
邸
へ
の
訪
問
に
関
す
る
お
礼
も
少
な
く
な

い
。
と
り
わ
け
、
双
方
が
上
京
・
上
洛
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
晩
年
は
、
こ
う
し

た
友
へ
の
想
い
を
ま
す
ま
す
募
ら
せ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。「
小
生
の
如
き
ハ
増
々
困

敗
且
つ
役
廻
人
に
小
言
を
い
ふ
為
に
活
き
て
居
申
候
か
如
き
感
有
之
。
我
な
が
ら
う

と
ま
し
き
限
り
に
候
」
と
老
衰
を
こ
ぼ
し
た
昭
和
三
〇
年
二
月
二
四
日
付
絵
ハ
ガ
キ

（
資
料
49
）
に
は
、
録
音
テ
ー
プ
を
用
い
て
互
い
の
声
を
聞
こ
う
と
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
昭
和
三
一
年
三
月
二
二
日
付
絵
ハ
ガ
キ
（
資
料
51
）
で
は
、『
広

辞
苑
』
の
校
正
に
目
を
酷
使
す
る
新
村
を
い
た
わ
り
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
油
の
錠
剤
を

送
り
、
新
村
も
お
礼
の
歌
を
贈
っ
て
い
る
（
参
考
資
料
）。
そ
し
て
現
存
す
る
最
後

の
書
簡
と
な
る
昭
和
三
六
年
五
月
四
日
付
の
絵
ハ
ガ
キ
（
資
料
54
）
は

）
9
（

、
学
士
院
例

会
へ
の
出
欠
を
問
い
合
わ
せ
つ
つ
、「
旧
い
人
た
ち
が
段
々
へ
り
ま
す
の
で
一
人
で

行
つ
て
ハ
物
を
言
ふ
元
気
が
出
ま
せ
ん
」「
上
洛
中
止
の
内○

○規
も
折
々
ハ
後
悔
す
る

ほ
ど
御
面
会
の
折
を
待
ち
こ
か
れ
て
居
り
ま
す
」
と
弱
音
を
吐
い
て
い
る
。「
老
友
」

新
村
に
対
し
て
こ
そ
述
べ
ら
れ
た
、
柳
田
最
晩
年
の
赤
裸
々
な
心
情
だ
。
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❹
お
わ
り
に
│
新
村
と
柳
田
の「
く
さ
れ
縁
」

　

以
上
、
新
村
宛
柳
田
書
簡
を
概
観
し
て
き
た
。
民
俗
学
史
を
決
定
的
に
読
み
替
え

る
と
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
埋
め
、
事
実
関
係
を
補
訂

し
、
柳
田
国
男
に
と
っ
て
の
「
京
都
」
の
重
要
性
を
裏
書
き
し
肉
付
け
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
考
え
て
み
れ
ば
二
人
の
親
密
な
交
流
は
容
易
に
予
測
し
得
た
は

ず
な
の
に
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
書
簡

の
未
発
見
と
い
う
資
料
的
な
制
約
が
あ
り
、
ま
た
、「
野
の
学
問
」
と
い
う
民
俗
学

イ
メ
ー
ジ
の
一
人
歩
き
が
柳
田
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
接
点
を
不
可
視
化
さ
せ
て
い
た

こ
と
も
関
わ
る
の
だ
が
〔
拙
稿　

二
〇
〇
九
〕、
よ
り
直
接
的
に
は
、
著
作
の
レ
ベ
ル

で
柳
田
民
俗
学
に
対
す
る
新
村
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
可
視
化
さ
れ
な
か
っ
た
、
端
的
に

い
っ
て
、柳
田
の
編
著
に
新
村
が
ほ
と
ん
ど
寄
稿
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　

本
書
簡
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
柳
田
の
度
重
な
る
依
頼
に
も
か
か
わ

ら
ず
新
村
が
執
筆
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柳
田
が
寄

稿
を
依
頼
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　

① 　
「
甲
寅
叢
書
」〔
一
九
一
四
〕。
新
村
は
こ
の
叢
書
の
発
起
人
に
名
を
連
ね
て

い
る
。『
郷
土
研
究
』
二
／
一
〔
一
九
一
四
〕
所
収
「
甲
寅
叢
書
続
巻
予
告
」

に
は
新
村
『
東
西
鷹
狩
源
流
考
』
お
よ
び
『
日
本
西
学
史
』
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
い
ず
れ
も
刊
行
さ
れ
ず
。
後
に
新
村
は「
内
藤
博
士
の
思
い
出
」〔『
歴

史
と
地
理
』
三
四
／
四
・
五
合
併
号　

一
九
三
四
〕
に
お
い
て
、
内
藤
湖
南
『
韃

靼
漂
流
記
』
と
と
も
に
自
著
が
未
刊
に
終
わ
っ
た
事
情
を
述
べ
て
い
る
〔
新

全
九
〕。

　

② 　
『
郷
土
研
究
』〔
一
九
一
三
〜
一
七
〕。
四
巻
一
二
号
「
休
刊
の
辞
」
に
お
い

て
柳
田
は
、
同
誌
に
「
鳥
居
強
右
衛
門
の
や
う
な
激
励
を
し
て
帰
つ
て
往
つ

た
人
」
も
あ
っ
た
と
す
る
が
〔
柳
全
二
五
：
二
三
二
〕、
後
年
、
そ
れ
は
「
同

誌
の
刊
行
に
同
情
の
意
を
表
し
な
が
ら
、一
度
も
寄
稿
し
て
く
れ
な
い
」「
京

都
の
Ｓ
博
士
」
の
こ
と
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
〔
柳
全
二
一
：
一
〇
二
〕。
こ

の
一
件
が
柳
田
と
新
村
の
間
に
し
ば
ら
く
の
微
妙
な
懸
隔
を
も
た
ら
し
た
こ

と
は
、
仲
裁
に
与
っ
た
岡
茂
雄
『
本
屋
風
情
』〔
一
九
七
四
〕
に
詳
し
い
。

　

③ 　
『
民
族
』〔
一
九
二
五
〜
二
八
〕。
大
正
一
五
年
九
月
一
八
日
付
書
簡
（
資
料
6
）

に
「
御
稿
ハ
可
成
初
号
に
間
に
合
せ
度
」
と
創
刊
号
へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ

つ
つ
も
、結
局
二
年
遅
れ
て
三
巻
一
号
に
「
隼
人
語
と
馬
来
語
」〔
一
九
二
七
〕

を
寄
稿
〔
新
全
四
〕。
な
お
、
同
じ
書
簡
で
新
村
の
同
僚
・
小
川
琢
治
に
も

寄
稿
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

④ 　
「
言
語
誌
叢
刊
」〔
刀
江
書
院　

一
九
三
〇
〜
三
六
〕。
昭
和
四
年
一
一
月
一
七

日
付
書
簡
（
資
料
9
）
に
「
貴
台
御
著
何
卒
御
看
手
た
ま
は
り
度
」
と
あ
る

も
の
の
、
新
村
の
著
書
は
刊
行
さ
れ
ず
。

　

⑤　

 

『
芸
文
』〔
京
都
文
学
会　

一
九
一
〇
〜
三
一
〕。
昭
和
四
年
一
一
月
一
七
日
付

書
簡
（
資
料
9
）
に
「
尚
芸
文
に
は
時
間
出
来
次
第
方
言
研
究
の
エ
チ
ュ
ド

め
き
た
る
も
の
御
掲
載
を
乞
度
候
」
と
方
言
研
究
試
論
の
執
筆
が
依
頼
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
実
現
せ
ず
。
柳
田
自
身
が
関
与
す
る
媒
体
で
は
な
く
、

京
大
文
科
の
紀
要
に
掲
載
依
頼
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

　

⑥　

 『
日
本
民
俗
学
の
た
め
に　

柳
田
国
男
先
生
古
希
記
念
文
集
』全
一
〇
輯〔
民

間
伝
承
の
会　

一
九
四
七
〜
四
八
〕。
柳
田
の
古
希
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

企
画
さ
れ
た
文
集
。
新
村
は
事
業
の
発
起
人
の
一
人
。
編
集
に
携
わ
っ
た
橋

浦
泰
雄
の
書
簡
〔
昭
和
一
九
年
三
月
八
日
付
渋
沢
敬
三
宛
書
簡
、
渋
沢
史
料
館

所
蔵
〕
に
は
「
慾
を
云
へ
ば
こ
れ
に
新
村
﹇
出
﹈
西
田
﹇
直
二
郎
﹈
の
両
大

家
中
の
一
人
を
加
へ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
御
老
人
を
余
り
せ
き
立
て
る

の
も
如
何
か
と
遠
慮
致
し
て
居
る
處
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
り
、
寄
稿
が
依
頼

さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
実
現
せ
ず
。

　

⑦ 　
『
沖
縄
文
化
叢
説
』〔
中
央
公
論
社　

一
九
四
七
〕。
昭
和
二
一
年
九
月
二
二
日

付
絵
ハ
ガ
キ
（
資
料
40
）
に
よ
る
依
頼
が
あ
る
も
の
の
寄
稿
は
実
現
せ
ず
。
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な
お
、
昭
和
二
三
年
二
月
一
九
日
付
平
山
敏
治
郎
宛
柳
田
書
簡
に
「
沖
縄
文

化
叢
書
の
第
二
輯
に
着
手
、
新
村
・
小
牧
實
繁
の
二
君
ニ
第
一
輯
御
目
に
か

け
置
き
候
、
御
迷
惑
な
か
ら
小
生
の
熱
意
御
伝
被
下
、
第
二
輯
に
何
か
思
ひ

出
や
う
の
も
の
を
御
寄
稿
被
下
候
や
う
御
頼
被
下
度
」
と
あ
り
〔
柳
定
別
四
：

六
〇
四
〕、
続
編
の
企
画
が
あ
り
、
か
つ
、
新
村
へ
の
依
頼
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
論
集
そ
の
も
の
が
実
現
せ
ず
。

　

こ
れ
で
は
、
新
村
と
柳
田
の
交
流
が
浮
か
び
上
が
ら
な
い
の
も
当
然
と
い
え
よ
う

か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
何
度
と
な
く
原
稿
を
落
と
さ
れ
て
も
、
懲
り
る
こ
と
な
く
依

頼
す
る
柳
田
の
姿
は
、
新
村
以
外
の
人
間
相
手
に
は
ち
ょ
っ
と
想
像
し
難
い
。
柳
田

の
気
性
の
荒
さ
を
考
え
れ
ば
、
二
人
の
関
係
が
破
綻
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
か
っ

た
は
ず
だ
。
そ
れ
が
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
ろ
う
が
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
「
老
友
」、
す
な
わ
ち
一
高
以
来
の
「
く
さ
れ
縁
」
と
い
う
表
現
が

最
も
相
応
し
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
言
語
観
の
基
本
的
一
致
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る〔
拙

稿
：
印
刷
中
ａ
〕。
二
人
の
言
語
観
と
し
て
ま
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
生

け
る
言
語
」
へ
の
強
い
意
志
だ
ろ
う
。
予
め
措
定
さ
れ
た
規
範
性
か
ら
出
発
す
る
の

で
は
な
く
、
無
限
に
流
転
す
る
言
語
の
歴
史
性
を
そ
の
も
の
と
し
て
認
め
る
こ
と
が

二
人
の
出
発
点
と
な
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
無
数
の
言
語
事
実
を
一
つ
一
つ
積
み
重

ね
、
比
較
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
言
語
現
象
の
実
態
を
解
き
明
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
飽
く
な
き
検
索
と
帰
納
の
営
み
、
そ
の
徹
底
し
た
資
料
へ
の
執
着
が

第
二
の
共
通
点
と
な
る
。
最
後
に
、
言
語
が
変
化
し
て
止
ま
な
い
存
在
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
そ
れ
は
よ
り
良
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
し
、
そ
れ
を
よ
り
良
く
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
、
言
語
の
進
歩
へ
の
楽
観
で
あ
る
。
こ
う
し
た
言
語
認
識
の
一

致
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
は
互
い
の
学

識
を
尊
敬
し
続
け
、
親
交
を
結
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
二
人
の
関
係
が
媒
介
と
な
っ
て
、
京
大
ま
わ
り
の
研
究
者
と

柳
田
民
俗
学
と
の
交
流
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
、
柳
田
民
俗
学
に
と
っ
て
新
村
が
京
大

へ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
留
意
し
て
よ
い
。
京
大
に
お
け
る

民
俗
学
運
動
は
、
京
大
文
科
の
第
二
世
代
・
西
田
直
二
郎
を
中
心
と
し
て
昭
和
初
期

に
展
開
さ
れ
た
京
大
民
俗
学
会
の
活
動
に
よ
り
最
盛
期
を
迎
え
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

興
隆
の
淵
源
と
し
て
京
大
文
科
の
創
設
に
与
っ
た
第
一
世
代
と
柳
田
と
の
交
流
が
あ

り
〔
拙
稿
二
〇
〇
九
〕、
わ
け
て
も
新
村
と
柳
田
、
二
人
の
碩
学
の
「
く
さ
れ
縁
」
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
│
自
戒
の
念
を
込
め
つ
つ
述
べ
る
と
│
、
民
俗
学
史
と
い
う

対
象
／
方
法
／
目
的
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
も

と
よ
り
二
人
の
交
流
は
日
本
民
俗
学
の
歴
史
を
織
り
な
す
一
糸
に
過
ぎ
な
い
わ
け
だ

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
新
村
出
」
の
い
る
民
俗
学
史
は
、「
新
村
出
」
の
い
な
い

民
俗
学
史
に
比
べ
て
、
問
い
の
厚
み
が
決
定
的
に
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な

い
。
お
よ
そ
「
民
俗
学
」
ら
し
か
ら
ぬ
│
と
多
く
の
人
が
漠
然
と
考
え
て
い
た
│
新

村
と
柳
田
の
学
問
が
こ
の
よ
う
に
幾
重
に
も
取
り
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
事
例
や
資
料
を
ど
ん
ど
ん
追
加
し
て
い

け
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
何
を
も
っ
て
民
俗
学
の
「
歴
史
」
と
認

め
、
い
か
な
る
対
象
の
広
が
り
を
予
想
し
、
い
か
な
る
資
料
の
博
捜
と
読
解
か
ら
そ

の
有
り
様
に
肉
薄
す
る
の
か
。
構
想
力
の
深
度
と
方
法
の
柔
軟
性
と
が
試
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

そ
の
よ
う
な
位
相
に
お
い
て
「
民
俗
学
史
」
と
い
う
問
い
は
、〈
伝
承
〉
に
歴
史

／
社
会
／
文
化
批
判
の
根
拠
を
構
想
し
た
〈
民
俗
学
〉
の
本
願
に
、
じ
つ
は
限
り
な

く
接
近
す
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
・
重
山
文
庫
、
大
阪
市

立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
・
新
村
文
庫
で
資
料
調
査
の
便
宜
を
得
た
。
と
り
わ
け

新
村
出
記
念
財
団
で
は
、
同
財
団
理
事
長
の
堀
井
令
以
知
氏
、
理
事
で
新
村
出
令
孫

の
新
村
祐
一
郎
氏
、
評
議
員
の
吉
野
政
治
氏
、
職
員
の
入
江
貞
子
氏
か
ら
多
岐
に
わ

た
る
ご
教
示
を
頂
い
た
。
ま
た
、
書
込
の
難
読
箇
所
に
つ
い
て
は
岩
城
卓
二
氏
、
黒
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〇
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│
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念
財
団
編
・
発
行　

二
〇
〇
六
『
重
山
文
庫
雑
誌
目
録
』

成
城
大
学
編
・
発
行　

一
九
六
七
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』

館
林
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
編　

一
九
九
一
『
田
山
花
袋
宛
柳
田
国
男
書
簡
集
』
館
林
市

野
村
純
一
他
編　

一
九
九
八
『
柳
田
国
男
事
典
』
勉
誠
出
版

松
本　

博
明　

一
九
九
八
「
折
口
信
夫
宛
柳
田
国
男
書
簡
」
野
村
純
一
他
編
『
柳
田
国
男
事
典
』
勉

誠
出
版

安
間
清
編
著　

一
九
八
〇
『
柳
田
国
男
の
手
紙
』
大
和
書
房

柳
田　

国
男　

一
九
六
二
│
七
一
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
全
三
六
巻
、
筑
摩
書
房

柳
田　

国
男　

一
九
九
七
│
刊
行
中
『
柳
田
国
男
全
集
』
全
三
六
巻
（
予
定
）、
筑
摩
書
房

柳
田
国
男
研
究
会
編　

一
九
八
八
『
柳
田
国
男
伝
』
三
一
書
房

註（
1
）　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
構
想
す
る
に
あ
た
り
、
佐
藤
健
二
（
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
の

一
連
の
論
考
が
参
考
と
な
っ
た
。

（
2
）　

伝
記
事
項
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
新
村
出
記
念
財
団
編
『
新
村
出
全
集
索
引
』（
一
九
八

三
）、
柳
田
国
男
研
究
会
編
『
柳
田
国
男
伝
』（
一
九
八
八
）
所
収
年
譜
に
依
る
。
ま
た
、『
新

村
出
全
集
』『
定
本
柳
田
国
男
集
』『
柳
田
国
男
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
巻
数
と
頁
数
の
み
表
記

す
る
。

（
3
）　
『
新
村
出
全
集
』
一
五
巻
に
は
、「
極
め
て
筆
ま
め
だ
っ
た
」（
新
全
一
五
：
八
〇
六
）
新
村

の
書
簡
の
う
ち
、
全
集
編
集
に
際
し
て
三
二
〇
〇
通
あ
ま
り
が
収
集
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
学
術

的
、
文
芸
的
、
歴
史
的
、
伝
記
的
価
値
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
六
一
九
通
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
は
柳
田
宛
書
簡
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
4
）　

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
（
一
九
七
八
）
に
よ
る
。
な
お
、
新
村
文
庫
と
重
山
文
庫
の
双

方
に
柳
田
の
著
作
が
含
ま
れ
る
が
、
ジ
ャ
ン
ル
や
時
期
で
区
分
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
う

い
っ
た
事
情
で
新
村
文
庫
の
買
取
分
が
選
書
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
新
村
旧
蔵
柳
田
図
書
に

つ
い
て
は
拙
論
（
印
刷
中
ｂ
）
参
照
。

（
5
）　

と
は
い
え
、
松
本
博
明
「
折
口
信
夫
宛
柳
田
国
男
書
簡
」（
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
、
折
口

博
士
記
念
古
代
研
究
所
に
は
定
本
所
収
の
「
一
三
点
」
と
は
別
に
「
四
七
点
」
の
折
口
宛
柳
田

書
簡
が
あ
り
、
合
計
「
六
二
点
」
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
飯
倉
照
平
編
『
柳
田
国
男　

南
方

熊
楠　

往
復
書
簡
集
』（
一
九
七
六
）、
安
間
清
編
著
『
柳
田
国
男
の
手
紙
』（
一
九
八
〇
）、
館

林
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
編
『
田
山
花
袋
宛
柳
田
国
男
書
簡
集
』（
一
九
九
一
）
な
ど
に

も
ま
と
ま
っ
た
柳
田
書
簡
が
あ
る
。

（
6
）　

重
山
文
庫
に
残
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
の
コ
ピ
ー
一
点
（
昭
和
三
一
年
三
月
二
二
日
）
を
除
く
（
参

考
資
料
）。

（
7
）　

こ
の
ほ
か
に
も
、
昭
和
九
年
二
月
二
〇
日
付
絵
ハ
ガ
キ
（
資
料
17
）
で
「
鈴
木
虎
雄
君
に
も

山
村
生
活
調
査
の
こ
と
を
御
話
被
下
度
願
上
候
」
と
、
新
村
の
同
僚
で
あ
る
中
国
文
学
者
・
鈴

木
虎
雄
へ
の
協
力
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
民
俗
学
と
は
接
点
の
な
さ
そ
う
な
鈴
木
だ

が
、
郷
里
が
新
潟
県
の
郡
部
で
あ
る
こ
と
、
一
高
・
東
大
で
柳
田
と
同
期
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

関
与
し
て
い
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
8
）　

資
料
17
、
18
に
こ
の
講
義
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（
9
）　

来
信
に
つ
い
て
は
、「﹇
昭
和
三
七
年
﹈
六
月
中
旬
頃
、
柳
田
君
は
米
寿
の
祝
い
を
し
た
。
そ

の
こ
ろ
彼
か
ら
の
は
が
き
を
受
け
取
っ
た
が
、
こ
れ
が
最
後
の
通
信
に
な
っ
た
」
と
新
村
は
述

べ
て
い
る
（
新
全
一
四
：
五
五
三
）。

岩
康
博
氏
の
ご
助
力
を
仰
い
だ
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
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［拝啓　新村出様］……菊地暁

＝
新
村
出
宛
柳
田
国
男
書
簡
一
覧
＝

﹇
凡
例
﹈

＊
こ
れ
は
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
（
五
一
通
）
お
よ
び
大
阪
市
立
大
学
学
術
情

報
総
合
セ
ン
タ
ー
新
村
文
庫
（
三
通
）
に
所
蔵
さ
れ
た
柳
田
国
男
の
新
村
出
宛
書

簡
の
一
覧
で
あ
る
。

＊
年
月
日
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
の
別
、
消
印
、
宛
先
、
差
出
、
本
文
、
注
記
事
項
、
付

記
（
＠
）
の
順
に
記
し
た
。

＊
年
月
日
は
①
柳
田
国
男
の
記
載
、
②
消
印
、
③
新
村
出
の
記
載
、
④
書
簡
内
容
か

ら
の
推
測
、
に
よ
っ
て
記
し
た
。
書
簡
内
容
か
ら
の
推
測
の
場
合
は
付
記
の
そ
の

根
拠
を
示
し
た
。

＊
絵
ハ
ガ
キ
の
タ
イ
ト
ル
は
、絵
ハ
ガ
キ
自
体
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
」
で
、

翻
字
者
が
略
記
し
た
場
合
は
﹇　

﹈
で
示
し
た
。

＊
注
記
の
典
拠
は
、『
新
村
出
全
集
』
全
一
五
巻
（
筑
摩
書
房
一
九
七
一
│
七
三
）、『
定

本
柳
田
国
男
集
』
全
三
六
巻
（
筑
摩
書
房
一
九
六
二
│
七
一
）、『
柳
田
国
男
全
集
』

全
三
六
巻
（
筑
摩
書
房
一
九
九
七
│
刊
行
中
）
に
よ
る
場
合
は
﹇
新
全
巻
頁
﹈﹇
柳

定
巻
頁
﹈﹇
柳
全
巻
頁
﹈
と
略
記
し
、新
村
記
念
財
団
編
『
新
村
出
全
集
索
引
』（
筑

摩
書
房
一
九
八
三
）
所
収
年
譜
、
柳
田
国
男
研
究
会
編
『
柳
田
国
男
伝
』（
三
一

書
房
一
九
八
八
）
別
冊
年
譜
に
よ
る
場
合
は
、﹇
新
全
年
譜
﹈﹇
柳
伝
年
譜
﹈
と
し

た
。

＊
翻
字
者
注
は
﹇　

﹈
に
よ
り
示
し
た
。

＊
判
読
不
能
箇
所
は
■
と
し
、
翻
字
が
候
補
に
と
ど
ま
る
場
合
は
？
を
付
し
た
。

1
．
明
治
四
四
年
三
月
二
六
日
（
封
書
、
四
つ
折
の
カ
ー
ド
状
の
用
紙
、
封
筒
欠
）

拝
啓　

平
日
は
ご
無
沙
汰
の
ミ
仕
た
ゝ
御
海
恕
被
下
度
候　

桑
木
君

）
1
（

よ
り
屡
御
噂
承

居
欽
仰
不
能
に
て
も
小
吏
生
涯
ハ
京
都
あ
た
り
迄
も
往
来
す
る
を
不
得
拝
眉
の
機
を

求
め
か
ね
候　

先
頃
芸
文
に
て
鷹
の
御
話

）
2
（

を
拝
読
昨
夕
又
心
の
花
に
て
紀
元
節
古
歌

に
関
す
る
御
聯
想
談

）
3
（

を
よ
み
て
突
然
な
か
ら
一
書
さ
し
出
候　

ご
承
知
か
も
し
れ
す

候　

日
光
の
一
部
落
ニ
「
久ク

ヂ次
良ラ

」
と
申
地
名
久
し
く
奇
異
に
感
し
た
処　

さ
ら
に

海
遠
き
所
ニ
同
し
地
名
二
三
を
見
出
て
候

　

常
陸
真
壁
郡
新
治
村
大
字
久ク

ヂ地
楽ラ

　

因
幡
岩
美
村

（
マ
マ
）志

保
美
村　

同　

久
志
羅

其
他
も
書
と
め
置
候
も
の
今
見
出　

す
く
に
あ
と
よ
り
可
申
上
候　

海
岸
な
る
ハ

　

出
雲
能
義
郡
荒
島
村
大
字
久ク

白シ
ラ

　

石
見
美
濃
郡
吉
田
村　

同　

久ク

白シ
ロ

な
ど
の
外
大
隈
の
海
岸
ニ
串
良
濱
有
之
候　

ク
ジ
ラ
に
て
諸
国
の
串
、
久
慈
な
ど
と

同
じ
く
今
ハ
「
コ
ツ
」「
コ
ト
」
と
転
じ
た
る
韓
語
の
串
に
て
岬
端
の
義
な
る
べ
し

と
考
へ
候
も
渡
会
氏
の
倶
知
の
説
と
共
ニ
「
ラ
」
の
字
好
解
を
得
ず
候　

或
は
別
ニ

一
種
の
物
の
名
な
り
し
か
も
し
れ
ず
何
と
そ
此
上
も
御
留
意
被
下
度
候　

尤
も
京
以

東
の
国
々
ニ
は
山
上
に
て
鳥
を
捕
ふ
る
の
風
ノ
地
名
と
な
り
て
存
留
し「
タ
カ
ヤ
ド
」

な
ど
申
所
も
候
ヘ
ば
も
し
「
ワ
タ
リ
ダ
カ
」
を
捕
へ
し
地
に
て
「
ク
チ
ラ
」
と
称
す

る
な
ら
ハ
甚
お
も
し
ろ
く
鯨
に
て
ハ
何
分
説
明
し
か
ね
候　

実
は
小
生
ハ
諸
国
辺
土

の
地
名
を
集
め
地
形
と
比
照
し
て
死
滅
し
た
る
古
国
語
を
発
掘
し
、
か
ね
て
ハ
古
代

人
の
生
活
を
探
り
申
度
心
か
け
色
々
の
材
料
よ
り
各
大
字
内
の
字
小
字
、
ホ
ノ
キ
、

名
處
な
ど
を
あ
つ
め
を
り
候　

其
中
ニ
て
注
意
す
べ
き
地
名
と
ハ
見
な
が
ら
如
何
に

す
る
も
由
来
を
明
に
し
が
た
き
も
の
二
三
十
を
も
ち
を
り
こ
ま
り
を
り
候　
「
ク
チ

ラ
」
も
其
一
に
て
外
に
ハ

一
、
ハ
マ
、　

諸
国
に
て
「
ハ
マ
イ
バ
」
と
云
ふ
地
名
の
多
き
は
「
ハ
マ
」
の
斎
場

又
ハ
射
場
に
て
ハ
マ
と
は
今
日
も
小
児
正
月
の
遊
び
ニ
木
、
縄
な
ど
丸
き
輪
を
射
る

も
の
ハ
マ
弓
、ハ
マ
矢
と
申
す
と
同
じ
か
ら
ん
と
存
候
も　

何
が
故
に
右
を
「
ハ
マ
」

と
申
に
や
考
不
得

一
、
コ
ハ
清
水
、　

強
清
水
の
地
名
諸
国
ニ
多
く
候
テ
此
コ
ハ
（
ワ
）
の
字
わ
か
り

不
申
。
清
水
ハ
必
ず
有
之
候
ガ
「
コ
ハ
」
に
は
何
か
意
味
あ
る
べ
し
と
存
候
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一
、カ
ル
イ
沢　

　

多
く
ハ
中
仙
道
の
そ
れ
と
同
し
や
う
な
場
所
に
て
又
カ
レ
イ
川
、

カ
レ
イ
沢
有
之
候

一
、
ト
ウ
マ
イ
、　

東
鑑
な
ど
ニ
始
ま
れ
る
東
北
の
地
名
に
て
今
も
多
く
候　

陸
前

登
米
郡
等

一
、
石
名
坂
、　

同
上
、
而
し
て
分
布
甚
ひ
ろ
く
候

か
ゝ
る
も
の
外
に
も
色
々
有
之
候　

近
頃
段
々
ニ
国
内
諸
地
方
の
方
言
集
を
捜
し
稍

取
得
候
も
ま
だ
全
国
ニ
及
不
能
ハ
す
、
況
や
海
外
の
諸
語
彙
の
類
は
書
物
も
手
に
入

ら
す
学
力
も
無
之
て
参
照
す
る
能
ハ
す
候　

御
迷
惑
な
か
ら
時
々
御
教
示
且
御
助
勢

給
ハ
り
度
ア
イ
ヌ
語
な
ど
も
バ
チ
ェ
ラ
ー
等
ハ
語
数
い
か
に
も
乏
し
き
上
更
に
其
伝

来
を
た
つ
ぬ
る
こ
と
能
ハ
ず
候　

か
ゝ
る
単
語
の
比
較
研
究
を
為
す
に
便
な
る
書
有

之
候
ハ
ゝ
段
々
ニ
手
に
入
候
や
う
御
世
話
被
下
度
朝
鮮
の
語
彙
も
何
と
そ
し
て
追
々

ニ
求
め
度
目
下
東
京
の
知
人
か
も
て
る
ハ
よ
り
〳
〵
う
つ
し
を
り
候　

さ
て
々
々
性

急
な
る
手
紙
乱
筆
こ
と
に
お
ゆ
る
し
被
下
度
候　

よ
き
本
の
書
名
御
を
し
へ
被
下
度

候三
月
二
十
六
日　

柳
田
国
男

新
村
様

佐
々
木
氏
よ
り
田
中
大
秀
の
荏
野
草
子
は
倶
知etc

（
1
）
桑
木
君
：
桑
木
厳
翼
（
一
八
七
四
│
一
九
四
六
）。
哲
学
者
。
東
京
出
身
。
東
京
帝

国
大
学
哲
学
科
卒
。
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
。
専
門
は
カ
ン
ト
。

（
2
）
芸
文
に
て
鷹
の
御
話
：
新
村
出
一
九
一
〇
・
一
〇
│
一
二
「
鷹
狩
」『
芸
文
』
一
／

七
│
九
（
新
全
五
）。
な
お
、『
芸
文
』
は
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
中
心
と
し
た
京

都
文
学
会
の
月
刊
誌
。
一
年
一
号 （
一
九
一
〇
・
〇
四
）
よ
り
二
二
年
三
号 （
一
九
三
一
・

〇
三
）
ま
で
発
行
。

（
3
）
心
の
花
に
て
紀
元
節
古
歌
に
関
す
る
御
聯
想
談
：
新
村
出
一
九
一
一
・
〇
二
・
一
一

「
紀
元
節
所
感
」『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
新
全
八
）、全
集
付
記
に
よ
れ
ば
、後
に
『
心
の
花
』

誌
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。

＠
本
書
簡
は
消
印
や
年
次
を
欠
く
も
の
の
、「
鷹
狩
」「
紀
元
節
所
感
」
へ
の
言
及
か
ら
明

治
四
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。

2
．
明
治
四
五
年
三
月
一
八
日
（
書
簡
一
枚
、　

消
印:

荒
神
口
四
五
・
三
・
一
八　

宛
先:

京

都
帝
国
大
学
文
科
大
学　

新
村
出
殿　

差
出:

内
閣
記
録
課
長　

柳
田
国
男
）

拝
啓
去
ル
十
四
日
付
ノ
御
書
面
拝
誦
仕
候　

就
而
ハ
本
月
下
旬
頃
ハ
土
曜
日
ノ
外　

大
抵
ハ
在
京
ノ
豫
定
ニ
御
座
候
あ
い
だ　

御
光
来
被
下
度　

若
し
小
生
不
在
ノ
際
ト

モ　

御
支
障
無
之
様
致
居
候　

先
ハ
不
取
敢
右
迥
答
迄
如
此
御
座
候
故　

恐
々

三
月
十
八
日　

柳
田
国
男

新
村
出
殿

＠
新
村
の
内
閣
文
庫
閲
覧
の
依
頼
に
対
す
る
回
答
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
春
の
日
、
内
閣
文

庫
の
資
料
閲
覧
後
の
新
村
が
、
柳
田
の
紹
介
で
「
島
崎
藤
村
と
同
席
し
浅
酌
歓
談
」
し

た
の
は
（
新
全
一
四:

五
五
五
）、
あ
る
い
は
こ
の
頃
の
こ
と
か
。

3
．
大
正
二
年
四
月
二
〇
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
足
利
之
昔
」　

消
印
：
足
利
二
・
四
・
二
〇　

宛
先
：

京
都
帝
国
大
学
図
書
館　

文
学
博
士　

新
村
出
殿
）

﹇
表
﹈
大
正
二
年
四
月
廿
日　

足
利
学
校
探
査
の
序
に

﹇
裏
﹈
長
林
寺
に
は
た
く
さ
ん
の
肖
像
有
之
候　

中
島
信
虎

）
1
（

　

柳
田
国
男　

後
藤
朝

太
郎

）
2
（

（
1
）
中
島
信
虎
（
一
八
六
九
│
一
九
二
三
）
経
済
学
者
。
東
京
帝
大
卒
。
東
京
農
大
、
東

京
高
師
な
ど
に
勤
め
る
。

（
2
）
後
藤
朝
太
郎
（
一
八
八
一
│
一
九
四
五
）
言
語
学
者
。
愛
媛
県
出
身
。
東
京
帝
大
言

語
学
専
攻
卒
。
中
国
語
学
を
専
攻
し
、
中
国
通
と
し
て
知
ら
れ
、『
支
那
風
物
誌
』（
一
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九
四
二
）
な
ど
百
余
冊
の
中
国
紹
介
書
を
あ
ら
わ
す
。

＠
大
正
二
年
四
月
一
九
│
二
〇
日
、考
古
学
会
遠
足
と
し
て
足
利
訪
問
。柳
田
一
九
一
三「
考

古
学
会
遠
足
」『
郷
土
研
究
』
一
／
三
（
柳
全
二
四
：
二
七
〇
）

4
．
大
正
一
二
年
八
月
二
〇
日
（
絵
ハ
ガ
キ
〝B

ern und D
ie A

lpen

〞　

消
印
：
15
│
16　

20
│V

III　

1
9
2
3

　

B
ER
N
1
 B
R
IEFV

ER
S
A
N
D

　

宛
先
：K

yoto, Japan 

大
日
本
国
京

都
市
上
京
区
土
手
町
夷
川
上
ル　

新
村
出
様
）

御
無
沙
汰
を
し
て
ゐ
ま
す
、
も
う
そ
ろ
〳
〵
う
つ
る
時
に
な
り
ま
し
た
の
で
日
本
の

こ
と
バ
か
り
考
へ
て
ゐ
ま
す
、
ス
イ
ス
で
成
瀬
さ
ん

）
1
（

と
あ
ひ
ま
し
て
噂
を
し
候
て
ゐ

る
処
で
す　

八
月
二
十
日
ベ
ル
ン
に
て
、
柳
田
国
男

ほ
か
に
も
京
都
農
科
橋
本
博
士

）
2
（

も
一
所
で
す

遥
カ
ニ
御
健
康
ヲ
祝
ス
何
レ
京
都
に
て
御
目
ニ
掛
ル
べ
く
候

偶
然
ベ
ル
ン
で
柳
田
君
に
御
め
に
か
か
り
御
噂
を
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
独
り
で

ヂ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
経
て
バ
ア
ゼ
ル
へ
出
て
、
ハ
イ
デ
ル
へ
詣
り
、
本
年
中
に
帰
朝
の
つ

も
り
で
す
。　

八
月
廿
日　

無
極

（
1
）
成
瀬
さ
ん
：
成
瀬
清
（
無
極
）（
一
八
八
四
│
一
九
五
八
）
ド
イ
ツ
文
学
者
。
京
大

帝
大
文
学
部
教
授
。

（
2
）
京
都
農
科
橋
本
博
士
：
橋
本
伝
左
衛
門
（
一
八
八
七
│
一
九
七
七
）。
農
業
経
済
学
者
。

京
大
帝
大
農
学
部
教
授
。

5
．
大
正
一
三
年
一
二
月
二
一
日
（
絵
ハ
ガ
キ
〝Firenze

〞　

消
印
：
牛
込
一
三
・
一
二
・
二

一　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

此
文
集

）
1
（

う
つ
く
し
い
本
に
て
世
に
出
で
よ
ろ
こ
ば
し
く
候（
殊
に
写
真
版
立
派
に
候
）

今
熱
心
に
拝
見
い
た
し
を
り
候
処
に
候　

其
う
ち
に
新
聞
へ
ご
紹
介
仕
度
存
居
り　

毎
々
御
好
意
に
て
か
ゝ
る
有
益
な
る
書
物
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
上
候

十
二
月
十
九
日　

東
京　

柳
田
国
男

改
造
社
の
人
申
候
大
へ
ん
よ
く
う
れ
候
よ
し

（
1
）
此
文
集
：
新
村
出
一
九
二
四
・
一
二
『
南
蛮
更
紗
』
改
造
社

6
．
大
正
一
四
年
九
月
一
八
日
（
封
書
：
東
京
朝
日
新
聞
社
用
箋
七
枚　

消
印
：
■
・
九
・
一

八　

宛
先
：
京
都
帝
国
大
学　

図
書
館　

新
村
出
大
人　

侍
史　

差
出
：
東
京
朝
日
に
て　

柳
田

国
男　

封
筒
裏
側
に
新
村
朱
筆
「
大
正
十
四
年
九
月
二
十
二
日
見
」）

御
手
紙
有
難
く
拝
見　

小
川
さ
ん

）
1
（

曽
て
書
い
て
も
よ
い
や
う
に
申
さ
れ
し
由
に
候
へ

共　

又
他
の
題
目
に
て
も
よ
ろ
し
く
何
と
そ
一
応
御
依
頼
被
下
度
希
上
候　

南
蛮
廣

記
）
2
（

　

本
日
岡
君

）
3
（

か
ら
頂
戴　

有
か
た
く
御
礼
申
上
候　

カ
モ
エ
ン
ス
の
物
語
な
ど
も

重
ね
て
御
採
録
候
と
存
候
ニ
見
あ
た
り
不
申
残
念
に
存
候　

此
次
御
目
に
か
ゝ
り
候

折　

御
署
名
を
乞
度
願
上
候　

早
く
拝
見
し
度
為
に
御
催
促
が
ま
し
く
申
上
恐
入
候

　

御
稿
ハ
可
成
初
号
に
間
に
合
せ
度
候
は
小
さ
い
も
の
ゝ
御
出
来
次
第
一
つ
づ
ゝ
早

く
御
送
り
被
下
度
候　

昨
日
鹿
児
島
在
住
の
米
人
宣
教
師
ブ
ー
ル
氏

）
4
（

来
訪
相
談
有
之

候
ハ
同
氏
十
何
年
の
間
毎
年
沖
縄
に
渡
り
伝
道
し
を
る
に
う
ち
に　

例
の
ベ
ツ
テ
ル

ハ
イ
ム

）
5
（

の
伝
を
研
究
せ
ん
と
思
ひ
立
ち　

方
々
心
当
り
の
地
方
の
新
聞
に
広
告
し
て

　

漸
く
米
国
某
地
在
住
の
遺
族
（
未
知
の
）
よ
り
日
記
書
翰
等
大
分
借
出
し
得
候
よ

し
、
来
年
五
月
は
ベ
ツ
テ
ル
ハ
イ
ム
翁
渡
琉
（
或
ハ
死
後
？
）
八
十
年
の
よ
し
に
て

記
念
会
を
沖
縄
に
催
す
べ
く
其
前
に
簡
単
な
英
文
和
文
二
種
の
伝
を
刊
行
し
度
よ

（
英
文
の
方
ハ
ジ
ヤ
パ
ン
エ
バ
ン
ジ
エ
リ
ス
ト
本
年
二
、
三
、
五
月
号
に
あ
る
よ
し

に
候　

自
信
の
あ
る
も
の
な
り
と
申
候
）
し
に
候
然
る
に
右
の
ベ
ツ
テ
ル
ハ
イ
ム
自

筆
資
料
ハ
不
遠
持
主
に
返
却
す
る
と
も
う
一
寸
再
び
手
に
入
る
見
込
な
き
に
付　

何

と
か
し
て
此
際
一
本
の
コ
ピ
ー
な
り
共　

日
本
に
保
存
し
置
き
度
候
が
右
ブ
ー
ル
氏

世
話
の
下
に
鹿
児
島
に
て
之
を
写
取
ら
し
む
へ
き
費
用
出
途
無
之
候　

二
百
円
内
外
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の
こ
と
な
ら
は
其
本
の
値
と
し
て
貴
図
書
館
に
て
御
支
出
の
見
込
ハ
無
之
哉
、
日
記

に
は
当
時
の
史
料
と
な
す
べ
き
も
の
少
か
ら
か
ざ
る
よ
し
東
恩
納
君

）
6
（

な
と
も
認
め
候

よ
し
如
何
に
も
雲
煙
過
眼
視
す
る
が
惜
く
候
為
相
談
申
上
候　

尚
金
高
見
積
を
立

て
ゝ
ブ
ー
ル
氏
よ
り
申
来
る
筈
に
候
へ
共　

前
以
て
御
一
考
な
し
被
下
候
ハ
ゝ
大
な

る
幸
に
候　

尚
家
は
目
下
引
込
思
案
に
て
と
て
も
見
込
無
之
候

柳
田
国
男

新
村
大
人
御
次

（
1
）
小
川
さ
ん
：
小
川
琢
治
（
一
八
七
〇
│
一
九
四
一
）。
地
理
学
者
。
和
歌
山
県
出
身
。

東
京
帝
大
理
学
部
卒
。
農
商
務
省
、
京
大
文
学
部
を
経
て
京
大
理
学
部
教
授
。

（
2
）
南
蛮
廣
記
：
新
村
出
一
九
二
五
・
〇
九
『
南
蛮
廣
記
』
岩
波
書
店

（
3
）
岡
君
：
岡
茂
雄
（
一
八
九
四
│
一
九
八
九
）
か
？

（
4
）
ブ
ー
ル
氏
：Earl Rankin Bull
（
一
八
七
六
│
一
九
七
四
）。
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
宣
教

師
。

（
5
）
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
：Bernard Jean Bettelheim
（
一
八
一
一
│
一
八
七
〇
）。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
宣
教
師
。
琉
球
で
最
初
の
伝
導
者
。

（
6
）
東
恩
納
君
：
東
恩
納
寛
惇
（
一
八
八
二
│
一
九
六
三
）。
歴
史
家
（
沖
縄
史
）。
沖
縄

県
出
身
。
東
京
帝
大
文
学
部
史
学
科
卒
。

7
．
昭
和
三
年
一
月
二
一
日
（
封
書
：
折
紙
二
枚　

消
印
：
砧
村
三
・
一
・
二
一　

宛
先
：
京

都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

侍
史　

差
出
：
東
京
市
外
砧
村
喜
多
見　

柳
田
国
男
）

東
方
言
語
史
叢
考

）
1
（

一
週
間
ほ
ど
前
加
賀
町
の
宅
へ
来
て
居
り
ま
し
た　

厚
く
御
好
意

を
御
礼
申
上
け
ま
す　

急
い
で
拝
見
し
た
い
問
題
が
多
い
の
で
す
が
中
々
進
み
ま
せ

ん
の
で
取
敢
ず
御
礼
を
申
上
ま
す　

○
岨
を
ハ
エ
、
ハ
チ
と
い
ふ
こ
と
ハ
面
白
い
と

思
ひ
ま
す
、
九
州
で
（
殊
に
南
部
）
ハ
エ
と
謂
ふ
地
名
は
何
十
と
無
く
五
万
分
一
地

図
に
出
て
居
ま
す
「
八
重
」
と
い
ふ
字
な
ど
も
宛
て
ゝ
あ
り
ま
す
御
覧
に
な
る
と
よ

く
わ
か
り
ま
す
が
何
れ
も
山
側
や
ゝ
上
方
の
傾
斜
面
の
こ
と
で
す
、
後
狩
詞
記

）
2
（

に
も

書
い
て
お
き
ま
し
た
ハ
チ
は
関
東
以
北
に
多
く
、
崖
の
上
の
平
場
で
す
、
但
し
是
ハ

ア
イ
ヌ
語
の
パ
ケ
で
、
前
の
語
と
ハ
関
係
が
無
い
だ
ら
う
と
思
つ
て
居
ま
す
。
此
序

に
岩
の
多
い
所
を
ヒ
シ
と
い
ふ
例
は
例
の
日
本
ア
ル
プ
ス
地
方
に
も
多
く
蓑
の
實
も

同
じ
で
尖
つ
た
も
の
ゝ
名
と
思
つ
て
居
ま
す
、
そ
れ
と
暗
礁
の
ヒ
シ
と
は
関
係
の
無

い
と
思
ふ
こ
と
ハ
沖
縄
で
も
文
書
ニ
ハ
之
を
瀬
と
書
い
て
居
て
旧
音
「
セ
」
だ
か
ら

で
す
、
干
瀬
の
他
に
花
瀬
、
大
瀬
と
も
い
ひ
、
八
重
山
の
旧
記
に
ハ
珊
瑚
岩
で
垣
を

作
る
こ
と
を
「
大
瀬
取
繞
ら
し
」
と
書
い
て
居
ま
す

一
月
二
十
一
日　

　

柳
田
国
男

新
村
大
人　

侍
史

（
1
）
東
方
言
語
史
叢
考
：
新
村
出
一
九
二
七
・
一
二
『
東
方
言
語
史
叢
考
』
岩
波
書
店

（
2
）
後
狩
詞
記
：
柳
田
国
男
一
九
〇
九
・
〇
三
『
後
狩
詞
記
』
私
家
版

8
．
昭
和
四
年
五
月
一
八
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
熊
本
百
景　

江
津
川
女
夫
石
付
近
の
景
」　

消
印
：

牛
込
四
・
五
・
一
八　

宛
先
：
京
都
帝
国
大
学
図
書
館　

新
村
出
様
）

本
）
1
（

を
一
冊
さ
し
上
ま
す　

先
日
折
口
君

）
2
（

が
御
入
用
か
ど
う
か
を
た
づ
ね
て
く
れ
と
言

つ
て
も
つ
て
来
て
く
れ
た
も
の
で
す
が
、
御
尋
申
す
を
忘
れ
ま
し
た
か
ら
兎
に
角
さ

し
上
ま
す
、
重
複
し
ま
す
な
ら
小
生
が
ほ
し
い
の
で
す　

此
月
下
旬
に
岡
書
院
の
主

人
）
3
（

へ
御
預
け
し
た
と
申
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く

五
月
十
七
日　

柳
田
国
男

（
1
）
本
：
折
口
信
夫
一
九
二
九
・
〇
四
『
古
代
研
究
（
民
俗
学
篇
之
一
）』
も
し
く
は
『
古

代
研
究
（
国
文
学
篇
）』（
い
ず
れ
も
大
岡
山
書
店
）
を
指
す
か
。　

（
2
）
折
口
君
：
折
口
信
夫
（
一
九
八
七
│
一
九
五
三
）。
詩
人
・
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
。

大
阪
府
出
身
。
國
學
院
大
學
卒
。
慶
応
義
塾
大
学
、
國
學
院
大
學
で
教
鞭
を
執
る
。
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（
3
）
岡
書
院
の
主
人
：
岡
茂
雄
（
一
八
九
四
│
一
九
八
九
）。
編
集
者
。
長
野
県
出
身
。

岡
書
院
、
梓
書
房
を
経
営
。

9
．
昭
和
四
年
一
一
月
一
七
日
（
封
書
：
折
紙
三
枚　

消
印
：
東
京
中
央
四
・
一
一
・
一
八　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

侍
史　
﹇
鉛
筆
書
﹈
11
月
17
日　

差
出
：

東
京
市
外
砧
村
成
城
学
園
前　

柳
田
国
男
）

十
二
日
と
十
三
日
と
は
五
時
前
後
御
出
被
下
候
と
御
伝
申
候
ひ
し
も　

十
四
日
ハ
雨

の
た
め
に
出
社
不
致
行
ち
が
ひ
残
念
に
存
候
尾
高
君

）
1
（

に
も
昨
日
面
会
い
た
し
候
て

色
々
協
議
乃
上
（
方
言
集
の
著
者
等
ハ
非
常
に
い
そ
ぎ
を
り
候
も
）
初
次
の
四
冊
中

に
二
冊
ハ
方
言
問
題
以
外
の
論
著
を
交
へ
ね
ば
な
ら
ず
と
申
候
こ
と
に
相
成
り
是
が

中
々
厄
介
な
こ
と
に
有
之
候　

御
伝
可
申
候
に
は
貴
台
御
著
何
卒
御
看
手
た
ま
は
り

度
御
都
合
一
寸
御
聞
か
せ
被
下
度
希
上
候　

尚
拝
顔
を
得
候
は
ゞ
一
つ
申
上
度
居
候

ひ
し
は
先
日
外
山
君
の
宅
に
て
藤
岡

）
2
（

神
保

）
3
（

ニ
君
に
逢
ひ
此
話
を
い
た
し
候
折　

言
語

学
叢
刊

）
4
（

と
い
ふ
名
何
か
甘
心
せ
ぬ
や
う
二
君
共
に
申
さ
れ
候　

或
ハ
全
然
「
学
」
の

字
に
ふ
れ
ぬ
例
へ
ハ
甲
寅
叢
書

）
5
（

等
の
佳
名
ハ
有
之
ま
じ
く
や　

是
も
亦
御
考
慮
被
下

度　

尚
芸
文

）
6
（

は
時
間
出
来
次
第　

方
言
研
究
の
エ
チ
ュ
ド
め
き
た
る
も
の
御
掲
載
を

乞
度
候
御
誌
既
出
中
言
語
に
関
す
る
論
文
出
で
を
り
候
も
の
御
恵
贈
を
得
候
は
ゝ
幸

に
候　

薩
道
先
生
景
仰
録

）
7
（

ハ
拝
見
仕
り
ま
だ
伊
藤
君

）
8
（

へ
も
御
礼
申
出
ず
候
が
よ
き
企

て
と
存
候　

今
度
印
刷
等
に
付
て
微
細
の
こ
と
に
て
も
意
見
申
述
度
存
居
候　

本
日

珍
し
く
秋
晴　

小
田
原
急
行
沿
線
居
住
者
の
雑
談
会
と
申
候
も
の
拙
宅
に
有
之
候
為

忽
卒
意
を
尽
し
得
す
候　

御
令
内
様
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候　

恐
々
謹
言

十
一
月
十
七
日　

柳
田
国
男

新
村
大
人　

侍
史

（
1
）
尾
高
君
：
尾
高
豊
作
（
一
八
九
四
│
一
九
四
四
）
か
。
郷
土
教
育
家
・
出
版
人
。
埼

玉
県
出
身
。
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
。
一
九
二
五
年
に
刀
江
書
院
を
創
業
。
一
九
三
〇

年
の
郷
土
教
育
連
盟
設
立
に
関
与
。兄
弟
に
法
哲
学
者
・
朝
雄（
一
八
九
九
│
一
九
五
六
）、

美
術
史
家
・
鮮
之
助
（
一
九
〇
一
│
三
三
）、
社
会
学
者
・
邦
雄
（
一
九
〇
八
│
九
三
）、

揮
者
・
作
曲
家
・
尚
忠
（
一
九
一
一
│
五
一
）
が
い
る
。

（
2
）
藤
岡
君
：
藤
岡
勝
二
（
一
八
七
二
│
一
九
三
五
）。
言
語
学
者
。
京
都
府
出
身
。
東

大
博
言
学
科
卒
。
東
大
教
授
。

（
3
）
神
保
君
：
神
保
格
（
一
八
八
三
│
一
九
六
五
）。
国
語
学
者
。
東
京
出
身
。
東
大
言

語
学
科
卒
。
東
京
高
師
、
東
京
文
理
大
な
ど
歴
任
。

（
4
）
言
語
学
叢
刊
：
じ
っ
さ
い
に
は
「
言
語
誌
叢
刊
」
と
し
て
柳
田
国
男
一
九
三
〇
『
蝸

牛
考
』（
刀
江
書
院
）
な
ど
一
二
タ
イ
ト
ル
が
刊
行
さ
れ
る
。

（
5
）
甲
寅
叢
書
：
一
九
一
四
年
（
甲
寅
年
）、
出
版
界
の
営
利
主
義
に
よ
り
学
問
的
良
書

の
出
版
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
を
憂
え
た
柳
田
が
、
新
村
ら
の
友
人
た
ち
と
企
画
し
た

叢
書
。
柳
田
一
九
一
四
『
山
島
民
譚
集
』（
甲
寅
叢
書
刊
行
会
）
な
ど
五
タ
イ
ト
ル
を
刊

行
し
て
頓
挫
。

（
6
）
芸
文
：
1
の
（
2
）
参
照
。

（
7
）
薩
道
先
生
景
仰
録
：
新
村
出
一
九
二
九
．
一
一
『
薩
道
先
生
景
仰
録
│
吉
利
支
丹
研

究
史
回
顧
│
』
ぐ
ろ
り
あ
そ
さ
え
て
（
新
全
五
所
収
）

（
8
）
伊
藤
君
：
伊
藤
長
蔵
（
一
八
八
七
│
一
九
五
〇
）。
ぐ
ろ
り
あ
・
そ
さ
え
て
社
主
。

兵
庫
県
出
身
。
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
。
貿
易
業
を
営
む
傍
ら
、
愛
書
家
向
け
の
出
版

業
を
展
開
。
日
本
最
初
の
ゴ
ル
フ
雑
誌
を
発
行
し
た
こ
と
で
も
有
名
。

10
．
昭
和
五
年
一
〇
月
六
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
航
空
写
真
﹈　

消
印
：
五
・
一
〇
・

六　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

秋
清
の
候
御
閑
適
よ
ろ
こ
び
存
候　

此
十
二
日
御
上
京
の
こ
と
と
存
じ
十
一
日
夕
を

以
て
方
言
協
会

）
1
（

を
開
く
こ
と
に
筧
君

）
2
（

を
煩
し
置　

当
日
ハ
橋
本
君

）
3
（

も
話
を
せ
ら
れ
候

　

是
非
御
く
り
合
せ
有
之
度
候

（
1
）
方
言
協
会
：
方
言
研
究
会
を
指
す
か
。
な
お
、
昭
和
五
年
一
〇
月
一
一
日
に
学
士
会
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館
に
て
開
催
さ
れ
た
方
言
研
究
会
例
会
に
お
い
て
柳
田
、
橋
本
が
報
告
し
て
い
る
（「
学

界
消
息
」
一
九
三
〇
・
一
一
『
民
俗
学
』
二
／
一
一
）

（
2
）
筧
：
筧
五
百
里
（
生
没
年
未
詳
）。
国
語
学
者
。

（
3
）
橋
本
：
橋
本
進
吉
（
一
八
八
二
│
一
九
四
五
）。
国
語
学
者
。
福
井
県
出
身
。
東
京

帝
大
言
語
学
科
卒
。
東
京
帝
大
国
語
学
教
授
。

11
．
昭
和
六
年
四
月
某
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
航
空
写
真
﹈　

消
印
不
詳　

宛
先
：
京

都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町　

新
村
出
様
）

方
言
研
究
会

）
1
（

の
御
創
立
愉
快
に
存
上
候　

十
二
日
頃
御
上
京
の
こ
と
ハ
承
候
へ
共　

小
生
ハ
四
五
日
中
に
旅
ニ
出
申
候
よ
り
残
念
な
が
ら
此
度
ハ
御
目
に
か
ゝ
り
不
得
候

　

雑
誌
計
画

）
2
（

の
こ
と
東
條
君

）
3
（

よ
り
御
き
ゝ
被
下
事
と
存
上
候　

委
員
野
沢
君

）
4
（

学
士
会

御
宿
へ
御
尋
可
申
上
御
逢
被
下
候
ハ
ゝ
幸
い
に
候

五
月
上
旬
帰
途
し
京
都
へ
参
り
可
申
候

（
1
） 

方
言
研
究
会
：
新
村
と
吉
澤
義
則
（
一
八
七
六
│
一
九
五
三
、
国
語
・
国
文
学
者
、

京
大
教
授
）
を
中
心
に
創
設
さ
れ
た
近
畿
国
語
方
言
学
会
を
指
す
か
。
一
九
三
一
年
五

月
一
〇
日
の
発
会
式
に
出
席
し
た
柳
田
は
「
言
語
と
農
民
生
活
」
を
講
演
し
て
お
り
（
柳

伝
年
譜
）、
こ
の
ハ
ガ
キ
は
そ
の
相
談
か
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
雑
誌
計
画
：
一
九
三
一
年
九
月
創
刊
『
方
言
』（
春
陽
堂
）。
創
刊
に
あ
た
っ
て
は
柳

田
、
東
條
操
、
橋
本
進
吉
ら
が
尽
力
す
る
。

（
3
）
東
條
君
：
東
條
操
（
一
八
八
四
│
一
九
六
六
）。
言
語
学
者
。
東
京
出
身
。
東
大
卒
。

（
4
）
野
沢
君
：
野
沢
虎
雄
（
生
没
年
未
詳
）。
長
野
県
出
身
。
一
九
二
七
年
、
砧
村
（
成

城
町
）
に
新
築
さ
れ
た
柳
田
邸
の
文
庫
番
と
し
て
岡
正
雄
と
と
も
に
柳
田
邸
に
同
居
す

る
。

＠
近
畿
国
語
方
言
学
会
の
設
立
年
か
ら
推
定
し
た
。

12
．
昭
和
六
年
八
月
二
〇
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
書
斎
﹈　

大
阪
市
大
新
村
文
庫
蔵
の
柳
田

国
男
一
九
三
一
・
〇
七
「
厄
介
及
び
居
候
」（『
社
会
経
済
史
研
究
』
一
／
二
）
に
貼
込　

消
印
：

東
京
・
砧
六
・
八
・
二
〇　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

厄
介
考
ハ
「
社
会
経
済
史
研
究
」
一
巻
二
号
（
年
四
回
）
に
出
し
申
候　

少
し
資
料

が
足
ら
ぬ
や
う
に
も
被
存
候　

御
批
正
願
上
候　

九
月
御
上
京
の
頃
は
金
田
一
君

）
1
（

八

角
君

）
2
（

に
御
出
を
乞
ふ
て
候

御
内
室
様
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候

（
1
）
金
田
一
君
：
金
田
一
京
助
（
一
八
八
二
│
一
九
七
一
）。
言
語
学
者
。
岩
手
県
出
身
。

東
京
大
学
言
語
学
科
卒
。
國
學
院
大
学
、
東
京
大
学
を
歴
任
。
ア
イ
ヌ
の
ユ
ー
カ
ラ
研

究
を
大
成
。
文
化
勲
章
受
章
。

（
2
）
八
角
君
：
八
角
三
郎
（
一
八
八
〇
│
一
九
六
五
）。
海
軍
軍
人
、
衆
議
院
議
員
。
岩

手
県
出
身
。
新
村
の
妻
の
姉
妹
が
八
角
に
嫁
い
で
お
り
、
新
村
と
八
角
は
義
理
の
兄
弟

に
あ
た
る
。

12
．
昭
和
六
年
九
月
二
二
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
航
空
写
真
﹈　

消
印
：
東
京
砧
六
・
九
・

二
三　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

貴
兄
御
出
を
待
ち
不
得
今
晩
小
集
を
催
を
り
候　

清
談
又
湧
候

九
月
二
十
二
日

柳
田

金
田
一
京
助

）
1
（

八
角
三
郎

）
2
（

池
上
隆
祐

）
3
（

北
野
博
美

）
4
（

折
口
信
夫

）
5
（

中
道
等

）
6
（
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（
1
）
金
田
一
京
助
：
12
の
（
1
）
参
照

（
2
）
八
角
三
郎
：
12
の
（
2
）
参
照 

（
3
）
池
上
隆
祐
（
一
九
〇
六
│
一
九
八
六
）。
教
育
者
、
政
治
家
。
長
野
県
出
身
。
東
京

帝
大
卒
。
松
本
市
議
、
衆
議
院
議
員
な
ど
歴
任
。

（
4
）北
野
博
美（
一
八
九
三
│
一
九
四
八
）。
編
集
者
。
福
井
県
出
身
。
折
口
信
夫
に
傾
倒
。

『
日
本
民
俗
』
誌
等
を
編
集
。

（
5
）
折
口
信
夫
：
8
の
（
2
）
参
照

（
6
）
中
道
等
（
一
八
九
二
│
一
九
六
八
）。
民
俗
学
者
。
宮
城
県
出
身
。
八
戸
中
学
中
退
。

横
浜
市
市
民
博
物
館
長
な
ど
務
め
る
。

＠
昭
和
六
年
九
月
二
二
日
、「
松
本
市
「
話
を
聞
く
会
」
分
会
を
自
宅
で
開
く
（
柳
伝
年
譜
）

14
．
昭
和
八
年
四
月
二
二
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
の
庭
で
草
取
り
﹈　

消
印
：
東
京
・

砧
八
・
四
・
二
二　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町　

新
村
出
様
）

過
日
は
御
繁
多
中
不
拘
■
■
御
来
駕
感
謝
仕
候　

壱
岐
の
山
口
麻
太
郎
君

（
１
）ハ

出
発
延

引
二
十
九
日
郷
里
を
立
つ
よ
し
に
付
御
直
に
会
ひ
申
す
ま
じ
く
候　

尚
来
が
け
に
参

会
し
う
る
や
を
申
越
み
置
候　

且
つ
御
好
意
を
伝
へ
置
候

令
室
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候　

段
々
御
■
■
恐
悦
無
限
候

（
1
）
山
口
麻
太
郎
（
一
八
九
一
│
一
九
八
七
）。
民
俗
学
者
。
長
崎
県
壱
岐
島
出
身
。
壱

岐
郷
土
研
究
所
を
設
立
。

15
．
昭
和
八
年
一
一
月
四
日 

（
封
書
：
折
紙
一
枚　

消
印
：
東
京
砧
八
・
一
一
・
四　

宛
先
：

京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

侍
史　

差
出
：
東
京
市
外
砧
村　

柳
田
国
男
）

荒
川
翁

）
1
（

終
に
御
長
逝
被
成
候
よ
し
承
り
嘆
息
仕
り
候　

令
室
様
御
落
胆
御
い
た
は
し

う
御
同
情
申
上
候
其
後
御
咳
気
は
如
何
に
お
は
し
候
哉
こ
の
十
一
日
の
会
は
斎
藤
茂

吉
君

）
2
（

親
友
平
福
画
伯

）
3
（

の
死
後
の
為
に
参
同
し
不
得
と
申
来
ら
れ
候
に
付
延
期
可
計
寺

田
氏

）
4
（

へ
も
通
知
申
置
候
此
次
十
二
月
一
月
は
果
し
て
大
兄
御
上
京
被
成
候
哉
な
と
も

存
し
か
ね
候
に
付
改
め
て
も
う
一
度
御
予
報
を
乞
ふ
こ
と
ゝ
い
た
し
置
候　

近
藤
江

二
君

）
5
（

に
も
な
ほ
宮
崎
君

）
6
（

に
も
よ
ろ
し
く
願
上
候

柳
田
国
男

新
村
大
人　

侍
史

（
1
）
荒
川
翁
：
荒
川
重
平
（
一
八
五
〇
│
一
九
三
三
）。
新
村
出
の
岳
父
。
昭
和
八
年
一

〇
月
二
五
日
逝
去
（
新
全
年
譜
）。

（
2
）
斎
藤
茂
吉
君
：（
一
八
八
二
│
一
九
五
三
）
歌
人
。
精
神
科
医
。
山
形
県
出
身
。
ア

ラ
ラ
ギ
派
の
中
心
人
物
。

（
3
）
平
福
画
伯
：
平
福
百
穂
（
一
八
七
七
│
一
九
三
三
）。
日
本
画
家
。
秋
田
県
出
身
。

ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
と
し
て
も
活
動
。
昭
和
八
年
一
〇
月
三
〇
日
没
。

（
4
）
寺
田
氏
：
寺
田
寅
彦
（
一
八
七
八
│
一
九
三
五
）。
物
理
学
者
、
随
筆
家
、
俳
人
。

東
京
出
身
。
東
大
物
理
学
科
卒
。

（
5
）
近
藤
江
二
君
：
未
詳

（
6
）
宮
崎
君
：
未
詳

＠
新
村
出
、
柳
田
国
男
、
吉
村
冬
彦
（
寺
田
寅
彦
）、
斎
藤
茂
吉
の
随
筆
を
集
め
た
『
現
代

日
本
文
学
全
集　

第
五
八
篇
』（
改
造
社
一
九
三
一
）
の
刊
行
を
期
に
四
人
の
会
合
を
企

画
し
た
も
の
の
、
斉
藤
茂
吉
が
旧
友
・
平
福
百
穂
の
訃
音
に
接
し
た
た
め
、
流
会
と
な
っ

た
件
に
つ
い
て
の
書
簡
。
こ
の
出
来
事
は
、
柳
田
「
俳
諧
と
俳
諧
観
」﹇
柳
定
七
﹈、
新

村
「
随
筆
の
名
義
」﹇
新
全
一
三
﹈
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

16
．
昭
和
九
年
二
月
一
五
日
（
封
書
、
二
枚
、
消
印
：（
局
名
判
読
困
難
）
九
・
二
・
一
六　

宛
先
：

京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
一
九　

新
村
出
様　

親
展　

差
出
：
東
京
市
外
砧
村　

柳
田
国
男
）
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漸
く
東
京
も
梅
が
咲
き
は
じ
め
申
候
か　

御
あ
た
り
は
如
何　

又
風
は
御
引
被
成
ず

候
哉　

私
方
は
大
部
分
厄
に
か
ゝ
り
完
全
な
る
冬
籠
り
を
致
し
ま
し
た　

さ
て
昨
年

の
九
月
よ
り
毎
週
一
日
づ
つ
小
著
「
民
間
伝
承
論

）
1
（

」
の
筆
記
を
後
藤
興
善
君

）
2
（

に
頼
ミ

候
際　

傍
聴
者
十
余
人
有
之
何
れ
も
小
生
が
私
案
に
従
ひ
全
国
的
に
積
極
調
査

）
3
（

の
行

脚
を
試
ミ
ん
と
決
意
い
た
し
候
に
付　

色
々
と
案
を
ね
り
各
県
一
以
上
の
最
も
世
に

知
ら
れ
ざ
る
山
村
の
習
俗
慣
行
を
今
後
三
年
の
間
に
調
べ
て
見
る
こ
と
に
致
し
其
経

費
の
補
助
を
学
術
振
興
会
に
申
請
仕
候　

貴
堂
最
近
に
委
員
を
御
抜
け
被
成
候
ハ
力

落
し
に
候
へ
共
幸
ひ
に
瀧
委
員
長

）
4
（

を
始
め
東
京
の
諸
氏
に
ハ
其
趣
意
を
同
情
を
以
て

御
聴
取
被
下
候
羽
田
教
授

）
5
（

に
も
御
差
支
な
く
ば
御
可
認
被
下
候
や
う
に
内
々
御
口
添

を
給
ハ
り
度
願
上
候　

是
だ
け
多
又
有
為
の
青
年
（
皆
学
校
を
出
た
人
々
に
て
候
）

が
揃
ひ
候
こ
と
も
珍
ら
し
く
一
方
山
村
も
急
激
ニ
変
化
し
つ
ゝ
あ
る
折
柄
故　

小
生

も
ま
だ
少
し
は
働
け
る
う
ち
に
年
頃
の
計
画
を
実
現
し
度
望
に
候　

案
外
な
収
穫
有

之
べ
し
と
存
候　

右
御
願
迄
如
此
申
候　

恐
々
頓
首　

二
月
十
五
日　

柳
田
国
男

新
村
大
人
侍
史

採
集
ハ
小
生
持
論
に
従
ひ
コ
ト
バ
を
標
準
に
す
る
べ
き
も
方
言
も
多
く
現
れ
来
る
へ

し
と
存
候

（
1
）
柳
田
国
男
一
九
三
四
・
〇
八
『
民
間
伝
承
論
』
共
立
社
。

（
2
）
後
藤
興
善
（
一
九
〇
〇
│
八
六
）：
民
俗
学
者
。
兵
庫
県
出
身
。
早
稲
田
大
卒
。

（
3
）
山
村
調
査
：
正
式
名
称
「
日
本
僻
陬
諸
村
に
於
け
る
郷
党
生
活
の
資
料
蒐
集
調
査
」。

一
九
三
四
│
三
六
の
三
年
度
に
か
け
て
実
施
。
柳
田
の
主
催
す
る
「
郷
土
生
活
研
究
所
」

の
同
人
が
調
査
を
担
当
。
柳
田
の
編
ん
だ
百
箇
条
の
調
査
項
目
を
掲
載
す
る
『
郷
土
生

活
研
究
採
集
手
帳
』
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
比
較
研
究
の
基
礎
を
な
す
資
料
蒐

集
を
目
指
す
。
調
査
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
手
帳
は
成
城
大
学
柳
田
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
、
ま
た
、
報
告
書
と
し
て
柳
田
国
男
編
一
九
三
七
・
〇
六
『
山
村
生
活
の
研
究
』（
民

間
伝
承
の
会
）
が
あ
る
。

（
4
）
瀧
精
一
（
一
八
七
三
│
一
九
四
五
）。
東
洋
美
術
史
家
。
東
京
出
身
。
東
大
卒
。
東

大
教
授
。
雑
誌
『
国
華
』
主
幹
。

（
5
）
羽
田
亨
（
一
八
八
二
│
一
九
五
五
）。
東
洋
史
家
。
京
都
府
出
身
。
東
大
史
学
科
卒
。

京
大
教
授
、
京
大
総
長
な
ど
歴
任
。

17
．
昭
和
九
年
二
月
二
〇
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
の
庭
に
て
﹈　

消
印
：
東
京
砧
九
・
二
・

二
〇　

宛
先
：
京
都
市
北
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

御
手
紙
有
か
た
く
候　

二
十
六
日
は
夕
方
ま
で
朝
日
に
て
御
待
可
申
上
候　

鈴
木
虎

雄
君

）
1
（

に
も
山
村
生
活
調
査

）
2
（

の
こ
と
を
御
話
被
下
度
願
上
候　

二
月
二
十
日

講
義
の
こ
と

）
3
（

ハ
ま
だ
承
り
不
申
候
も
可
成
御
う
け
可
申
候

（
1
）
鈴
木
虎
雄
（
一
八
七
八
│
一
九
六
三
）。
中
国
文
学
者
。
新
潟
県
出
身
。
東
大
漢
学

科
卒
。
京
大
教
授
。

（
2
）
16
の
（
3
）
参
照

（
3
）
柳
田
は
京
大
文
学
部
神
道
史
講
座
（
京
都
府
神
職
会
の
寄
付
講
座
）
に
て
昭
和
九
年

「
民
間
の
信
仰
」
お
よ
び
一
二
年
「
民
間
信
仰
と
慣
習
」
の
集
中
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

18
．
昭
和
九
年
四
月
四
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
の
庭
に
て
﹈　

消
印
：
東
京
砧
九
・
四
・

四　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

漸
く
我
々
の
季
節
に
な
り
ま
し
た　

四
月
の
御
上
京
の
日
が
早
く
わ
か
つ
た
ら
再
び

寺
田
斉
藤
二
君

）
1
（

に
も
通
知
を
し
ま
し
よ
う　

成
る
べ
く
早
め
に
決
定
を
乞
ま
す　

私

の
講
義

）
2
（

ハ
春
秋
二
度
に
一
日
お
き
ニ
二
時
間
づ
ゝ
の
時
間
わ
り
に
願
度
と
存
し
ま
す

春
ハ
五
月
頃
に
趣マ

マ

く
こ
と
を
望
ん
で
ゐ
ま
す
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

（
１
）
寺
田
寅
彦
。
15
の
（
4
）
参
照

（
２
）
斎
藤
茂
吉
。
15
の
（
2
）
参
照
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（
３
）
京
大
で
の
集
中
講
義
。
17
の
（
3
）
参
照

19
．
昭
和
九
年
八
月
一
〇
日（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ﹇
書
斎
に
て
木
曜
会
同
人
と
一
緒
に
﹈　

消
印
：

東
京
砧
九
・
八
・
一
〇　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

暑
中
皆
様
御
さ
は
り
も
無
く
候
哉　

さ
て
葡
領
東
印
度
の
親
日
有
力
者V

an de 

Poll

大
）
1
（

こ
の
十
二
日
に
御
地
に
参
候　

面
会
を
求
め
来
り
候
ハ
ゝ
一
度
ハ
逢
被
下
度

候　

此
人
ハ
過
去
十
四
年
間
日
本
史
日
本
語
を
研
究
し
も
う
一
度
両
国
共
同
の
文
化

協
会
を
復
活
し
度
為
に
来
朝
せ
し
人
に
候　

小
生
ハ
同
氏
東
留
時
代
の
旧
知
に
候　

八
月
九
日

﹇
追
伸
﹈
尚
々
右
プ
ー
ル
氏
ハ
神
戸
の
例
の
チ
ャ
ロ
ー
ズ
？

）
2
（

の
こ
と
も
知
り
を
り
候

　

多
分
同
領
事
殿
ニ
二
十
二
日
頃
迄
ハ
居
り
新
村
氏
御
逢
被
下
候
は
ゝ
再
上
洛
し
て

も
よ
ろ
し
き
よ
し
申
居
候　

是
と
い
ふ
御
厄
介
ハ
か
け
申
ま
し
く
候
ニ
付
以
前
の
日

葡
通
交
調
査
会

）
3
（

の
御
縁
深
き
に
て
一
度
御
会
談
被
下
候
こ
と
を
小
生
よ
り
願
上
候　

国
男

（
1
）
未
詳

（
2
）
未
詳

（
3
）
大
正
六
年
末
に
「
日
蘭
親
交
の
由
来
を
繹
ね
、
両
国
の
国
情
を
詳
に
し
、
今
後
益
誼

を
篤
う
す
る
方
法
を
考
究
」
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
民
間
団
体
（
岡
谷
公
二　

一
九

八
五
『
貴
族
院
書
記
官
長　

柳
田
国
男
』
筑
摩
書
房　

一
三
五
）。
柳
田
や
そ
の
弟
・
松

岡
静
雄
が
関
与
し
た
。

20
．
昭
和
一
一
年
一
月
二
七
日
（
封
書
：
折
紙
一
枚　

消
印
：
東
京
・
砧
一
一
・
一
・
二
七　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

侍
史　

差
出
：
東
京
市
外
砧
村　

柳
田
国
男
）

不
慮
の
御
災
害

）
1
（

御
不
在
中
に
て
嘸
々
御
困
り
被
成
候
こ
と
ゝ
御
状
況
拝
察
仕
候　

本

と
う
ニ
さ
き
の
事
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
と
承
歎
仕
候　

跡
始
末
は
色
々
の
御
気
遣
ひ
お

は
し
候
べ
く
御
辛
労
御
痛
は
し
く
存
上
候　

寒
さ
の
折
柄
御
障
り
な
か
ら
ん
こ
と
を

祈
る
の
み
に
候　

さ
て
し
も
御
損
害
の
小
区
画
に
止
り
し
こ
と
迄
学
問
の
為
の
大
慶

と
存
上
候　

先
ハ
御
見
舞
の
ミ　

恐
々
謹
言

一
月
二
十
七
日

柳
田
国
男

新
村
大
人　

侍
史

（
1
）
重
山
文
庫
所
蔵
稿
本
「
新
村
出
自
選
年
譜
」
に
「
昭
和
十
一
年
一
月
、
附
属
図
書
館

閲
覧
室
失
火
之
為
全
焼
」
と
あ
る
。

21
．
昭
和
一
一
年
六
月
三
〇
日
（
封
書
：
折
紙
二
枚　

消
印
：
東
京
砧
一
一
・
六
・
三
〇　

宛
先
：

京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

御
答　

差
出
：
東
京
市
外
砧
村　

柳
田
国
男
）

久
し
く
御
見
舞
も
申
上
げ
ま
せ
ん
皆
様
何
の
障
り
も
無
く
悦
し
く
存
し
上
げ
ま
す　

さ
て
「
オ
ツ
リ
」
の
こ
と
は
雑
誌
「
民
族
」
三
巻
二
号
（
昭
和
三
年
一
月
号

）
1
（

）
ニ
少

し
書
い
て
見
ま
し
た
後
、
あ
ま
り
進
ん
で
居
り
ま
せ
ん　

鄙
見
で
は
「
釣
り
」
と
い

ふ
語
と
関
係
が
あ
ら
う
と
い
ふ
の
で
す
。
即
ち
海
老
で
鯛
を
ツ
ル
な
ど
と
い
ふ
ツ
ル

で
、
少
し
の
物
を
出
し
多
く
の
物
を
取
る
意
味
と
解
し
ま
す
故
オ
の
ツ
リ
の
方
が
本

意
に
近
く
釣
銭
の
方
は
後
の
出
現
か
と
思
ふ
の
で
す　

実
際
「
オ
ツ
リ
」
の
他
の
方

言
は
数
多
の
又
大
領
域
を
も
つ
て
居
ま
す
（
カ
ヘ
シ
、
ハ
ネ
ツ
リ
、
ウ
ハ
コ
其
他
）

其
抜
刷
が
半
行
？
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
あ
の
雑
誌
を
御
覧
を
乞
ひ
ま
す　

な
ほ
カ

チ
カ
チ
山
考

）
2
（

と
牛
腸
考

）
3
（

の
一
評
を
乞
ふ
べ
く
別
封
に
て
さ
し
出
し
ま
し
た　

な
ほ
此

序
に
御
耳
に
入
れ
且
つ
願
ひ
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す

一
、
九
月
中
ご
ろ
か
ら
近
畿
民
俗
学
会
が
大
阪
の
懐
徳
堂
を
借
用
し
て
毎
週
一
回
二

十
五
回
ほ
ど
の
連
続
講
演
会

）
4
（

を
開
か
う
と
し
て
居
ま
す　

ど
う
か
一
つ
積
極
的
支
持

を
願
ひ
度
発
会
式
典
に
御
出
下
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
非
常
な
仕
合
せ
で
す　

尚
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詳
く
ハ
委
員
か
ら
申
上
け
ま
す

二
、
松
岡
静
雄

）
5
（

の
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
語
の
綜
合
研
究

）
6
（

」
は
八
十
部
だ
け
自
費
刊
行
を

し
て
其
印
刷
費
を
ま
だ
払
ハ
ず
に
没
し
ま
し
た　

是
を
五
百
ほ
ど
刷
り
全
国
の
高
等

学
校
及
び
大
き
な
図
書
館
等
に
寄
贈
す
る
金
を
（
千
円
以
内
）
ど
こ
か
の
奨
学
団
か

ら
補
助
し
て
も
ら
ひ
度　

小
生
か
ら
は
一
寸
申
し
か
ね
ま
す
故
一
つ
御
口
を
き
い
て

い
た
ゝ
き
度　

尚
金
田
一
君

）
7
（

に
も
た
の
む
考
で
す

奥
様
に
よ
ろ
し
く　

六
月
二
十
九
日　

柳
田
生

新
村
大
人
御
答

（
1
）
柳
田
国
男
一
九
二
八
・
〇
一
「
交
易
と
贈
答
」『
民
族
』
三
／
二

（
2
）
柳
田
国
男
一
九
三
六
・
〇
二
「
か
ち
〳
〵
山
考
」『
文
鳥
』
六

（
3
）
柳
田
国
男
一
九
三
五
・
一
一
「
午
餉
と
間
食
」（『
高
志
路
』
一
／
一
一
）
に

　
「
ゴ
チ
ョ
ウ
」
の
語
の
考
察
が
あ
り
、
こ
れ
を
指
す
か
。

（
4
）
近
畿
民
俗
学
会
主
催
、
大
阪
府
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
後
援
「
日
本
民
俗
学
二
十
五
回

連
続
講
演
会
」。
懐
徳
堂
を
会
場
と
し
て
一
九
三
六
年
九
月
よ
り
翌
年
四
月
ま
で
開
催
。

新
村
も
一
一
月
八
日
に
「
二
三
の
草
木
に
関
す
る
民
間
伝
承
」（
新
全
一
一
）
を
講
演
し

て
い
る
。

（
5
）
松
岡
静
雄
（
一
八
七
八
│
一
九
三
六
）：
海
軍
軍
人
、
言
語
学
者
、
民
俗
学
者
。
兵

庫
県
出
身
。
柳
田
国
男
の
次
弟
。
海
軍
在
役
中
の
一
九
一
四
年
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ド

イ
ツ
領
ポ
ナ
ペ
島
の
占
領
に
従
事
。
退
役
後
、
太
平
洋
諸
島
の
研
究
者
と
な
る
。

（
6
）
松
岡
静
雄
一
九
三
五
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
語
の
綜
合
研
究
』
岩
波
書
店

（
7
）
金
田
一
京
助
：
12
の
（
1
）
参
照

22
．
昭
和
一
一
年
七
月
二
二
日
（
封
書
：
折
紙
二
枚
、
消
印
：
東
京
砧
：
一
一
・
七
・
二
三　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
一
九　

新
村
出
様　

御
返　

差
出
：
東
京
市
外
砧
村　

柳
田

国
男
）

東
京
に
て
御
け
が
な
さ
れ
し
や
う
に
心
得
学
士
会
へ
電
話
な
ど
か
け
候
ひ
し
も
消
息

不
承
得
御
案
し
申
居
候　

も
は
や
御
平
復
な
さ
れ
候
に
や
御
大
切
に
遊
さ
れ
度
候　

さ
て
御
親
切
に
御
返
な
ど
か
つ
て
凶
弟
遺
著
は
古
い
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
民
族
誌

）
1
（

」
の

こ
と
に
て
ハ
無
之
昨
年
出
版
せ
し
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
語
の
綜
合
研
究

）
2
（

」
と
い
ふ
大
冊

の
も
の
に
有
之
候　

是
を
自
費
に
て
八
十
部
だ
け
印
刷
し
組
版
印
刷
所
に
在
り
て
全

部
借
金
に
な
り
を
り
候
も
の
に
候　

小
生
も
半
分
ほ
ど
読
み
候
に
結
論
も
方
法
も
日

頃
に
似
ず
穏
健
に
有
之　

た
と
へ
此
ま
ゝ
は
承
引
せ
ら
れ
ぬ
ま
で
も
そ
の
整
理
せ
し

源
料
と
考
へ
方
と
ハ
参
考
の
価
有
之
と
存
候　

能
ふ
べ
く
は
数
百
部
を
刷
り
増
し
て

図
書
館
や
大
学
等
に
も
保
存
し
て
も
ら
ひ
度
と
存
し
候　

家
人
の
言
に
て
ハ
当
時
新

村
橋
本

）
3
（

金
田
一

）
4
（

の
三
先
生
へ
ハ
拝
呈
せ
し
や
う
に
申
候
が
も
し
ま
だ
御
目
に
ふ
れ
ず

ハ
手
元
に
余
部
も
有
之
候
故
是
非
御
一
閲
を
乞
度
候　

泉
井

）
5
（

小
林
（
英
夫

）
6
（

）
の
二
君

に
は
小
生
よ
り
さ
し
図
い
た
し
た
し
か
に
御
届
け
申
有
之
候　

斯
や
う
の
刻
苦
の
書

せ
め
て
も
う
少
し
世
に
知
ら
し
た
き
念
願
な
れ
と
骨
肉
と
し
て
ハ
直
接
に
か
ゝ
る
要

請
も
遠
慮
せ
ら
れ
候
に
付　

何
と
か
し
て
貴
大
人
に
代
り
て
御
発
言
を
乞
度
仕
候　

大
よ
そ
一
冊
二
円
位
に
て
三
百
部
も
買
上
け
進
候
へ
ば
そ
れ
で
此
方
の
借
金
ハ
か
た

つ
き
申
候　

尚
詳
し
く
ハ
御
下
聞
を
ま
ち
て
御
答
申
上
へ
く
候

七
月
二
十
二
日

新
村
大
人
侍
史　

柳
田
国
男

（
1
）
松
岡
静
雄
一
九
二
七
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
民
族
誌
』
岡
書
院

（
2
）
21
の
（
6
）
参
照

（
3
）
橋
本
進
吉
：
：
10
の
（
3
）
参
照

（
4
）
金
田
一
京
助
：
12
の
（
1
）
参
照

（
5
）泉
井
久
之
助（
一
九
〇
五
│
八
三
）。
言
語
学
者
。
大
阪
出
身
。
京
大
言
語
学
専
攻
卒
。

京
大
教
授
。
専
門
は
印
欧
語
研
究
。

（
6
）
小
林
英
夫
（
一
九
〇
三
│
七
八
）。
言
語
学
者
。
東
京
出
身
。
東
大
言
語
学
選
科
。

京
城
帝
大
教
授
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
・
翻
訳
で
有
名
。
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23
．
昭
和
一
一
年
九
月
二
二
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
散
歩
に
て
﹈　

消
印
：
東
京
砧
一
一
・
九
・

二
二　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

昨
日
ハ
雨
で
あ
る
け
ま
せ
ぬ
為
に
御
好
意
を
い
ゝ
こ
と
に
し
て
長
坐
い
た
し
あ
と
で

御
困
り
に
被
成
ず
や
と
大
い
に
気
に
と
が
め
申
候
奥
様
に
い
ろ
〳
〵
御
心
配
を
御
か

け
申
取
分
恐
縮
に
居
り
申
候　

よ
ろ
し
く
御
礼
ね
か
ひ
上
候　

九
月
二
十
二
日

風
位
考

）
1
（

ハ
既
に
御
覧
被
下
度
と
存
し
候
カ
も
し
二
重
に
な
り
候
ハ
ゝ
誰
か
に
御
分
か

ち
被
下
候

（
1
）
柳
田
国
男
一
九
三
五
・
一
二
「
風
位
考
」
國
學
院
大
學
方
言
研
究
会
編
・
発
行
『
風

位
考
資
料
』

＠
柳
田
は
昭
和
一
一
年
九
月
一
九
日
、
大
阪
懐
徳
堂
で
開
催
さ
れ
る
日
本
民
俗
学
二
十
五

回
連
続
講
演
会
の
開
会
の
辞
を
述
べ
て
お
り
（「
政
治
教
育
の
た
め
に
」
柳
全
二
九
）、

そ
の
翌
々
日
、
新
村
邸
を
訪
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

24
．
昭
和
一
二
年
三
月
九
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
ベ
ラ
ン
ダ
に
て
﹈　

消
印
：
砧
一
二
・

三
・
九　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

私
は
十
年
以
上
も
紙
を
す
く
処
を
見
て
ゐ
ま
せ
ん
の
で
書
く
や
う
な
印
象
が
あ
り
ま

せ
ん
が　

倉
田
君

）
1
（

始
め
同
人
の
経
験
を
も
つ
者
に
ハ
是
非
何
か
書
く
や
う
ニ
す
ゝ
め

ま
す
、
木
曽
の
紙
漉
歌
の
意
味
ハ
土
地
の
人
ニ
た
づ
ね
て
や
り
ま
し
た　

御
返
事
を

す
る
筈
で
す　

三
月
九
日

談
叢

）
2
（

ハ
落
手
今
拝
見
し
て
ゐ
ま
す

（
1
）
倉
田
君
：
倉
田
一
郎
（
一
九
〇
六
│
四
七
）。
民
俗
学
者
。
国
語
学
者
。
富
山
県
出
身
。

日
本
大
学
国
語
漢
文
科
卒
。
郷
土
生
活
研
究
所
同
人
、
山
村
調
査
に
参
加
。

（
2
）
談
叢
：
和
紙
研
究
会
編
・
発
行
一
九
三
七
・
二
『
和
紙
談
叢
』。
新
村
出
「
和
紙
外

聞
抄
」〔
新
全
九
〕
を
収
め
る
。

25
．
昭
和
一
二
年
七
月
四
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
史
跡
医
王
山
国
分
寺
三
重
塔
」　

消
印
：
高
山
一
二
・

七
・
？　

宛
先
：
京
都
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

こ
の
塔
裾
細
に
て
形
め
づ
ら
し
く
存
候　

高
山
ハ
ま
だ
人
の
心
も
ち
に
古
風
を
存
じ

生
活
も
や
ゝ
休
息
多
く
候　

特
色
の
一
つ
ハ
春
秋
の
花
の
い
ろ
の
う
つ
く
し
き
こ

と
ゝ
申
居
候　

又
学
者
も
多
く
候　

鳥
の
こ
ゑ
を
聴
く
に
は
下
呂
の
山
の
丘
に
あ
る

湯
ノ
島
駅
が
よ
ろ
し
く
季
節
ハ
九
月
末
十
月
始
な
ど
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
存
じ
候　

必

ず
内
君
も
同
伴
し
た
ま
ふ
べ
く
候　

是
よ
り
越
中
へ
ぬ
け
て
い
よ
〳
〵
け
ふ
ハ
帰
京

の
途
に
上
り
候

七
夕
の
高
山
に
て　

七
月
四
日　

柳
田
国
男

＠
昭
和
一
二
年
六
月
二
三
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
京
大
集
中
講
義
、
そ
の
帰
路
に
高
山
に
立

ち
寄
る
。

26
．
昭
和
一
五
年
一
一
月
三
日
（
封
書
：
便
箋
四
枚　

消
印
：
？
・
一
一
・
四　

宛
先
：
京
都

市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

侍
史　

差
出
：
東
京
都
世
田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国

男
）

先
日
は
久
々
に
て
拝
芝
本
懐
の
至
に
候　

昨
夜
（
二
日
）
委
員
会
を
開
き
会
者
小
生

他
十
人
坂
本

）
1
（

文
化
事
業
部
よ
り
補
助
金
受
参
を
決
し　

次
で
其
使
途
殊
に
講
演
と
地

方
会
員
の
文
章
募
集
の
事
な
ど
を
議
し
申
居
候　

尊
堂
御
寄
付
金
に
付
て
ハ
一
同
感

謝
し
御
礼
申
述
く
れ
候
や
う
託
せ
ら
れ
申
居
候　

地
方
在
住
の
委
員
に
対
し
て
ハ
急

遽
の
案
件
の
外
書
面
を
以
て
表
決
を
乞
ひ
又
前
者
ハ
事
後
承
認
を
乞
ふ
こ
と
に
定
め

申
候　

名
誉
会
員
ハ
功
を
立
て
さ
せ
て
か
ら
推
薦
す
る
以
外
に
学
位
に
非
ず
し
て
此

会
に
関
心
を
も
つ
大
人
物
、
平
た
く
い
ふ
な
ら
金
を
出
し
助
け
て
く
れ
さ
う
な
人
に
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は
前
に
名
誉
会
員
に
な
つ
て
も
ら
ふ
方
が
よ
く
無
い
か
と
存
し
候　

ど
う
か
御
賛
成

被
下
度
候
実
ハ
放
送
協
会
ゝ
長
を
入
れ
た
き
下
心
に
候　

文
部
大
臣
も
と
存
し
を
り

候　

是
非
ご
賛
同
を
得
た
く
候　

丹
波
市
記

）
2
（

の
出
て
居
る
の
は
郷
土
研
究
四
巻
二
号

（
大
正
五
年
五
月
）
に
て
竹
中
某
の
名
を
用
ゐ
を
り
候
」　

来
年
四
月
頃
な
ど
の
時
候

の
最
も
よ
ろ
し
き
時
東
京
に
て
公
開
講
演
会
の
や
ゝ
大
き
い
の
を
開
き
度
候　

一
時

間
ほ
ど
の
御
話
は
支
度
被
下
ま
じ
く
や　

注
文
を
御
請
け
被
下
る
な
ら
ば
「
訛
」「
な

ま
り
」
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
の
御
意
見
を
う
か
ゝ
ひ
度
し　

所
謂
ア
ク
セ
ン
ト
の
如

き
ハ
本
で
ハ
わ
か
る
も
の
で
な
い
故　

是
非
耳
で
聴
か
し
め
た
き
も
の
と
力
説
せ
し

こ
と
に
候　

い
つ
か
は
服
部

）
3
（

平
山

）
4
（

金
田
一

）
5
（

君
な
ど
に
も
話
題
に
し
て
も
ら
ひ
た
き
も

の
と
存
じ
候　

是
非
御
賛
成
希
上
候　

末
の
娘

）
6
（

を
大
阪
人
の
息
子
に
や
り
候
為
当
人

東
京
在
住
な
れ
と
も　

先
方
京
阪
の
親
類
知
音
に
披
露
為
に
媒
人
夫
婦
と
共
に
紋
付

を
カ
バ
ン
に
入
れ
六
日
の
日
か
ら
大
阪
に
参
り
候　

帰
途
は
二
千
六
百
年
の
行
事
に

参
列
の
人
と
か
ち
あ
ひ
汽
車
の
席
も
得
に
く
ゝ
是
非
な
く
船
に
て
と
き
め
申
居　

其

為
多
分
何
日
も
ホ
テ
ル
に
止
り
候
こ
と
ゝ
存
じ
候　

そ
の
う
ち
に
ど
こ
か
で
京
に
も

よ
り
静
か
な
紅
葉
を
さ
が
し
た
し
と
存
居
候　

何
や
か
や
取
集
め
失
敬　

恐
惶
頓
首

十
一
月
三
日　

柳
田
国
男

新
村
大
人　

御
次

（
1
）
未
詳

（
2
）
竹
中
贊
蔵
（
柳
田
国
男
筆
名
）
一
九
一
六
「
丹
波
市
記
」『
郷
土
研
究
』
四
／
二

（
3
）服
部
四
郎（
一
九
〇
八
│
九
五
）。
言
語
学
者
。
三
重
県
出
身
。
東
大
言
語
学
専
攻
卒
。

東
大
名
誉
教
授
。
ア
ル
タ
イ
語
族
の
研
究
で
有
名
。

（
4
）
平
山
輝
夫
（
一
九
〇
九
│
）。
国
語
学
者
。
鹿
児
島
県
出
身
。
國
學
院
大
學
卒
。
東

京
都
立
大
名
誉
教
授
。

（
5
）
金
田
一
京
助
：
12
の
（
1
）
参
照

（
6
）
末
の
娘
：
四
女
千
津
（
一
九
一
九
│
）、
昭
和
一
五
年
一
〇
月
一
二
日
、
太
田
邦
男

と
結
婚
（
柳
伝
年
譜
）

＠　

書
簡
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
関
西
旅
行
に
つ
い
て
は
柳
伝
年
譜
に
記
載
な
し
。

27
．
昭
和
一
五
年
一
二
月
二
五
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
日
本
名
所　

東
海
道
の
富
士
」　

消
印
：
千
歳

一
五
・
一
二
・
二
七　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

差
出
：
東
京
世

田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国
男
）

第
二
の
御
随
筆

）
1
（

も
御
恵
贈
有
り
御
芳
意
奉
謝
候　

野
鳥
雑
記

）
2
（

本
屋
の
怠
り
に
て
ま
だ

差
上
け
ぬ
う
ち
御
求
被
下
恐
入
候　

馬
鹿
考
異
見

）
3
（

ハ
「
創
元
」
ニ
提
灯
も
ち
を
か
ね

て
掲
載
い
た
す
べ
く
候　

少
し
出
た
ら
め
に
て
御
顰
笑
を
恐
れ
申
候　

御
一
家
よ
き

春
を
御
迎
へ
な
さ
れ
る
や
う
念
じ
上
候　

十
二
月
二
十
五
日

杉
原
紙
考
の
抜
刷

）
4
（

も
有
か
た
く
存
候

（
1
）
第
二
の
御
随
筆
：
新
村
出
一
九
四
〇
『
橿
』
靖
文
社
か
？

（
2
）
野
鳥
雑
記
：
柳
田
国
男
一
九
四
〇
『
野
鳥
雑
記
』
甲
鳥
書
林
（
重
山
文
庫
所
蔵
）

（
3
）
柳
田
国
男
一
九
四
一
「『
日
本
の
言
葉
』
書
評
」『
創
元
』
二
／
二
。
新
村
出
一
九
四

〇『
日
本
の
言
葉
』創
元
社
を
書
評
。
同
書
は
柳
田
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。
こ
の
書
評
は「
馬

鹿
考
異
説
」
と
改
題
し
て
一
九
五
三
『
不
幸
な
る
芸
術
』
筑
摩
書
房
に
収
録
。

（
4
）
新
村
出
一
九
四
〇
「
杉
原
紙
源
流
考
」『
和
紙
研
究
』。
柳
田
文
庫
に
抜
刷
の
所
蔵
あ

り
。

28
．
昭
和
一
六
年
一
月
四
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
浅
草
観
音
」　

消
印
：
千
歳
一
六
・
一
・
六　

宛
先
：

京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
一
九　

新
村
出
様　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国
男
）

新
正
御
尊
候
如
何　

小
生
ハ
二
十
九
日
か
ら
風
を
引
き
正
月
ハ
ね
て
く
ら
し
申
候　

御
陰
に
て
橿

）
1
（

は
細
読
い
た
し
た
の
し
く
存
候　

山
口
の
御
思
ひ
出
と
火
の
ま
は
り
の

冒
険
記
と
甚
だ
印
象
ふ
か
く
又
と
承
ハ
れ
ぬ
御
も
の
か
た
り
の
や
う
存
候　

方
言
学

会
ハ
二
十
三
日
の
晩
金
田
一
君

）
2
（

の
話
を
聴
く
こ
と
に
致
し
そ
の
前
刻
に
委
員
会
を
開
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き
候　

第
二
報
告

）
3
（

も
貧
弱
肩
身
せ
ま
く
候

一
月
四
日
夕

（
1
）
新
村
一
九
四
〇
・
一
一
『
橿
』
靖
文
社

（
2
）
金
田
一
京
助
：
12
の
（
1
）
参
照
。
昭
和
一
六
年
一
月
二
三
日
、
東
京
帝
国
大
学
山

上
集
会
所
で
催
さ
れ
た
日
本
方
言
学
会
例
会
で
「
私
自
身
の
方
言
を
省
み
て
」
を
報
告

し
て
い
る
（「
学
界
消
息
」
一
九
四
一
・
二
『
民
間
伝
承
』
六
／
五
）。

（
3
）
日
本
方
言
学
会
編
集
一
九
四
一
・
二
『
方
言
研
究
』
第
二
輯
を
さ
す
か
。

29
．
昭
和
一
六
年
一
月
五
日
（
封
書
：
便
箋
六
枚　

消
印
：
？
一
六
・
一
・
六　

宛
先
：
京
都

市
上
京
小
山
中
溝
町
一
九　

新
村
出
様　

親
折　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国
男
）

又
手
紙
を
さ
し
上
げ
る
用
が
出
来
ま
し
た　

既
に
放
送
局
よ
り
も
申
上
げ
候
こ
と
ゝ

存
じ
ま
す　

こ
の
十
二
日
の
夜
国
語
問
題
ニ
つ
い
て
の
座
談
会
を
催
し
た
し
と
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
の
で　

ち
や
う
ど
御
上
京
の
日
取
だ
か
ら
是
非
御
列
席
を
願
ふ
や

う
ニ
私
も
激
励
し
ま
し
た　

文
部
省
に
今
度
国
語
課
が
新
設
せ
ら
れ　

大
岡
保
三
氏

）
1
（

の
下
に
倉
野

）
2
（

吉
田

）
3
（

そ
の
他
の
新
進
学
者
が
働
ら
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら　

こ
の

際
そ
の
大
岡
課
長
ニ
出
来
る
だ
け
今
の
腹
を
打
明
け
て
も
ら
ひ　

そ
れ
を
全
国
の
小

学
教
師
の
心
あ
る
者
に
聴
か
せ
る
や
う
ニ
と
い
ふ
の
が
私
の
意
見
で
あ
り
ま
し
た
が

　

是
も
そ
の
大
岡
氏
が
悦
ん
で
引
受
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す　

そ
れ
か
ら
今
一
つ
木

下
杢
太
郎
君

）
4
（

ハ
文
士
と
し
て
最
近
の
国
語
現
象
に
色
々
の
注
文
と
不
満
と
を
も
ち

つ
ゝ
今
ま
で
一
度
も
放
送
ニ
出
た
こ
と
が
無
い
の
を
今
度
す
ゝ
め
て
こ
の
座
談
会
に

参
加
す
る
気
に
な
ら
せ
た
の
で
是
も
放
送
局
ハ
大
悦
び
で
す　

そ
れ
か
ら
御
馴
染
の

岸
田
国
士
君

）
5
（

ハ
種
々
国
語
に
つ
い
て
多
く
の
考
を
も
つ
て
居
る
人
だ
か
ら
（
さ
う
し

て
人
気
の
多
い
人
だ
か
ら
）
是
非
加
は
つ
て
も
ら
う
や
う
ニ
と
申
て
置
き
ま
し
た
が

　

或
ハ
是
だ
け
ハ
故
障
が
起
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん　

そ
の
場
合
に
ハ
誰
か
一
人
岸

田
君
に
紹
介
推
薦
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
置
き
ま
し
た　

大
人
に
も
御
健
康
の

許
す
限
度
で
ど
う
か
御
協
同
を
希
ひ
ま
す　

私
も
こ
の
予
定
で
進
行
す
る
や
う
だ
つ

た
ら
私
も
出
る
と
申
て
置
き
ま
し
た
が　

今
日
の
も
や
う
で
ハ
ど
う
や
ら
成
立
ち
さ

う
で
あ
り
ま
す
。
私
の
い
ふ
こ
と
ハ
実
ハ
今
ま
で
ハ
き
つ
過
ぎ
る
の
で
悦
ハ
れ
す
又

自
分
で
も
戒
め
て
居
り
ま
し
た
ら　

今
度
ハ
更
に
謹
慎
し
て
努
め
て
穏
健
な
実
現
の

出
来
そ
う
な
意
見
の
陳
列
に
産
婆
し
た
い
と
念
じ
て
居
り
ま
す
（
科
学
す
る
の
真
似

を
し
て
見
ま
し
た
）。
よ
い
話
題
話
柄
、
興
味
あ
る
実
例
な
ど
少
し
御
出
し
試
ミ
な

さ
れ
た
ら
二
三
日
前
に
そ
れ
だ
け
で
も
謄
写
版
に
し
て
分
ち
た
い
と
お
も
ひ
ま
す　

啓
明
会
の
六
月
の
講
話
の
筆
記

）
6
（

を
拝
読
し
て
非
常
に
は
つ
き
り
と
又
力
強
く
今
日
の

国
語
運
動
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
見
を
御
示
し
に
な
つ
た
こ
と
を
驚
嘆
し
て
居
り
ま

す　

私
に
と
つ
て
は
実
に
望
外
の
喜
悦
で
あ
り
ま
す　

是
か
ら
も
其
う
い
ふ
機
会
の

又
生
れ
ん
こ
と
を
祈
つ
て
居
り
ま
う
す　

序
に
方
言
学
会
の
事
を
申
上
げ
ま
す
が
只

今
の
大
き
な
心
配
は
折
角
会
が
出
来
舞
台
は
と
ゝ
の
つ
て
も
皆
が
尻
込
を
し
て
何
も

発
表
し
な
い
で
居
こ
と
物
笑
ひ
に
絶
り
は
す
ま
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
す　

少
し
か
あ

と
で
訂
正
せ
ら
れ
る
や
う
な
こ
と
で
も
ど
し
〳
〵
言
つ
て
の
け
る
や
う
な
勇
気
を
若

い
人
た
ち
に
も
た
せ
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す　

そ
れ
で
私
の
在
任
中
に
一
度
ハ
大

会
に
て
何
か
御
話
し
て
下
さ
れ
且
つ
尻
込
座
の
尻
を
打
つ
こ
と
に
御
手
を
御
貸
し
下

さ
れ
候
や
う
夙
く
か
ら
願
つ
て
置
き
ま
す　

只
今
の
形
勢
で
は
全
く
任
期
を
一
年
に

し
て
置
い
て
よ
か
つ
た
と
思
ふ
ば
か
り
で
す
何
の
為
に
学
会
を
作
つ
た
ら
う
か
と
い

う
感
じ
も
し
な
い
で
ハ
あ
り
ま
せ
ん　

ど
う
で
す
も
う
一
働
き
御
一
し
よ
に
働
い
て

見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か　

な
ほ
拝
芝
の
御
願
に
申
上
げ
ま
す

一
月
五
日　

柳
田
生

新
村
大
人
へ

（
1
）
大
岡
保
三
：
生
没
年
、
出
身
地
未
詳
。
教
育
行
政
官
。

（
2
）
倉
野
：
未
詳

（
3
）
吉
田
：
未
詳

（
4
）
木
下
杢
太
郎
（
一
八
八
五
│
一
九
四
五
）。
医
学
者
、
詩
人
、
作
家
、
美
術
史
家
。
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静
岡
県
出
身
。
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
。

（
5
）
岸
田
国
士
（
一
八
九
〇
│
一
九
五
四
）。
劇
作
家
。
東
京
出
身
。
東
京
帝
国
大
学
文

科
大
学
選
科
。
文
学
座
を
創
設
。
大
政
翼
賛
会
文
化
部
長
を
務
め
る
。

（
6
）
啓
明
会
の
六
月
の
講
話
の
筆
記
：
昭
和
一
五
年
六
月
二
三
日
講
演
。
新
村
出
一
九
四

〇
・
一
二
「
新
東
亜
建
設
と
日
本
語
の
問
題
」
啓
明
会
『
第
百
一
回
講
演
集
』﹇
新
全
二
﹈。

30
．
昭
和
一
六
年
二
月
二
一
日
（「
少
林
山
興
龍
寺
」
の
絵
ハ
ガ
キ　

消
印
：
千
歳
一
六
・
二
・

二
一　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城　

柳
田
国
男
）

御
手
札
両
度
拝
受
御
礼
申
上
候　

来
月
ハ
も
う
一
度
御
目
に
か
ゝ
り
先
度
の
御
話
を

つ
ゞ
け
度
為
御
時
間
を
御
費
し
被
成
候
ハ
ゝ
江
東
水
元
の
方
面
に
御
案
内
申
候　

「
若
」
の
御
説
ハ
甘
受
い
た
し
か
ね
候
御
暦
代
の
御
譜
に
久
し
く
此
語
を
使
ひ
し
こ

と
も
御
考
被
成
必
要
可
有
之
候　

二
月
二
十
一
日

＠
「
若
」
へ
の
言
及
は
馬
鹿
の
語
源
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
の
一
端
と
思
わ
れ
る
。

31
．
昭
和
一
六
年
六
月
二
一
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
朝
日
新
聞
社
」　

消
印
：
千
歳
一
六
・
六
・
二
一

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
一
九　

新
村
出
様　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国
男
）

引
続
き
い
つ
も
御
元
気
に
被
為
入
候
哉　

折
々
八
月
上
京
か
と
存
し
候
も
小
生
も
旅

行
な
と
の
為
御
伺
も
い
た
し
か
ね
候　

さ
て
こ
の
二
十
八
日
は
い
よ
〳
〵
ア
ク
セ
ン

ト
問
題
の
公
開
講
演
会

）
1
（

を
開
き
候　

そ
の
前
後
も
し
御
出
京
の
御
序
も
候
ハ
ゝ
一
日

ぐ
ら
ゐ
の
御
都
合
ハ
御
つ
け
被
下
度　

或
ハ
無
理
か
と
も
存
候
へ
共
も
し
や
の
為
申

上
候　

六
月
二
十
一
日

（
1
）
昭
和
一
六
年
六
月
二
八
日
、
産
業
組
合
中
央
会
講
堂
に
て
日
本
方
言
学
会
公
開
講
演

会
開
催
、
三
宅
武
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
教
育
上
の
一
疑
問
」、
金
田
一
春
彦
「
国
語
ア
ク
セ

ン
ト
の
史
的
研
究
」、平
山
輝
男
「
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
と
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
」
な
ど
（「
学

界
消
息
」
一
九
四
一
・
〇
八
『
民
間
伝
承
』
六
／
一
一
）。
柳
伝
年
譜
に
よ
れ
ば
柳
田
も

講
演
し
て
い
る
。
昭
和
一
五
年
一
一
月
三
日
の
新
村
宛
書
簡
に
あ
っ
た
「
公
開
講
演
会

の
や
ゝ
大
き
い
の
」
は
こ
れ
を
指
す
か
。

32
．
昭
和
一
六
年
七
月
二
五
日
（
封
書
：
便
箋
三
枚　

消
印
：
一
六
・
七
・
二
五　

宛
先
：
京

都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

御
次　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城　

柳
田
国
男
）

過
般
ハ
御
清
閑
の
日
に
参
り
合
せ
御
懇
話
且
つ
御
歓
待
好
記
念
に
存
候　

御
令
室
に

も
何
と
そ
厚
く
御
礼
御
伝
声
被
下
度
候　

ま
だ
二
三
申
し
上
残
し
候
う
ち
ニ
さ
し

か
ゝ
つ
て
の
一
つ
の
内
に
方
言
学
会
ハ
九
月
下
旬
に
委
員
会
を
開
き
退
任
の
御
挨
拶

申
上
候
考
に
候
が
後
任
は
多
分
小
生
の
発
案
御
支
持
を
得
る
こ
と
ゝ
存
し
候
何
か
特

殊
の
御
都
合
が
悪
く
な
い
限
り
貴
堂
に
御
願
申
上
候　

尤
も
自
然
の
進
行
の
や
う
存

し
申
候　

万
一
に
も
そ
れ
で
は
御
困
り
の
や
う
に
候
ハ
ゝ
一
寸
御
内
意
御
示
し
被
下

度
候　

一
年
だ
け
は
や
は
り
御
引
受
仕
方
あ
る
ま
し
く
愚
考
い
た
し
を
り
候
も
御
同

然
に
年
よ
り
は
養
生
の
必
要
も
有
之
候
こ
と
故
出
来
る
な
ら
バ
あ
と
を
御
肩
の
荷
に

な
ら
ぬ
や
う
に
適
意
に
御
働
か
せ
申
度
存
念
に
候　

一
年
ハ
す
ぐ
た
ち
、
さ
う
又
面

倒
な
も
の
で
も
無
之
候　

標
準
語
普
及
に
付
い
て
も
愚
案

）
1
（

御
批
評
を
う
け
度
存
居
候

ひ
し
も
是
ハ
九
月
の
こ
と
ゝ
い
た
し
度
候　

先
日
の
座
談
会
速
記

）
2
（

の
上
お
ほ
し
め
し

も
候
ハ
ゝ
一
度
敬
語
問
題
継
続
し
た
く
存
居
候　

あ
の
日
の
後
都
ホ
テ
ル
に
な
ほ
二

泊
居
候
の
ち
北
陸
に
遊
び
氷
見
の
旧
布
施
湖
畔
に
一
泊
次
に
小
川
温
泉
信
州
野
尻
の

山
荘
な
ど
に
日
を
送
り
大
雨
の
翌
日
帰
郷　

次
の
夏
中
書
き
上
け
度
も
の
も
有
り
候

或
ハ
も
う
一
度
ど
こ
か
涼
し
い
処
に
参
る
へ
く
存
居
候　

俳
句
研
究
の
歌
仙
ハ
大
へ

ん
な
も
の
に
候

）
3
（

　

御
目
に
か
け
た
く
存
候
も
ま
だ
抜
刷
も
く
れ
不
申
候
故　

力
不
及

候
恵
賜
の
書
は
車
中
全
巻
拝
読
大
に
遺
忘
を
補
ひ
且
つ
新
た
な
る
興
味
を
得
申
候　

是
安
？
御
礼
申
上
候　

謹
言
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新
村
大
人
御
次　

柳
田
国
男

（
1
）
昭
和
一
六
年
二
月
一
六
日
（
二
二
日
説
も
）
日
本
方
言
学
会
講
演
。
柳
田
国
男
一
九

四
一
・
〇
六
「
標
準
語
に
つ
い
て
」『
方
言
研
究
』
三
。「
標
準
語
普
及
案
」
と
改
題
し

て
『
標
準
語
と
方
言
』
に
収
録
﹇
柳
全
一
八
﹈。

（
2
）
昭
和
一
六
年
五
月
九
日
、
日
本
方
言
学
会
の
敬
語
に
関
す
る
座
談
会
。

（
3
）
柳
叟
（
柳
田
）・
迢
空
（
折
口
信
夫
）・
善
麿
（
土
岐
）
一
九
四
一
「
東
北
車
中
三
吟
」

『
俳
句
研
究
』
八
／
八
（
柳
全
三
〇
）
を
指
す
か
？

＠
昭
和
一
六
年
七
月
一
五
日
、
柳
田
、
横
浜
よ
り
氷
川
丸
で
神
戸
へ
船
旅
。
船
中
で
の
洋

上
座
談
会
に
参
加
。
帰
途
、
新
村
と
会
合
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
、
富
山
県
氷
見

郡
柳
田
村
を
採
訪
、
野
尻
湖
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
原
稿
執
筆
。
こ
の
あ
と
一
〇
月
ま
で

日
本
方
言
学
会
の
会
長
選
に
関
す
る
書
簡
が
続
く
。

33
．
昭
和
一
六
年
七
月
二
六
日
（
封
書
：
便
箋
二
枚　

消
印
：
判
読
困
難　

宛
先
：
京
都
市
上

京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

差
出
：﹇
印
﹈
東
京
氏
世
田
ケ
谷
区
成
城
町
三
七
七　

柳
田

国
男
）

御
細
々
の
御
文
拝
見
仕
候　

御
足
は
も
う
段
々
御
よ
ろ
し
き
こ
と
ゝ
存
じ
候
が
如
何

に
や　

早
く
夕
方
な
ど
の
御
そ
ゞ
ろ
あ
る
き
の
出
来
候
や
う
念
し
上
候　

方
言
学
会

に
付
て
ハ
測
ら
ず
御
懇
ろ
の
御
言
葉
を
た
ま
は
り
候
へ
共　

是
が
当
初
か
ら
の
た
つ

た
一
つ
の
条
件
に
有
之
又
其
為
に
思
ひ
切
つ
て
働
く
こ
と
を
得
申
候　

そ
れ
故
如
何

な
る
御
話
有
之
候
と
も
断
じ
て
翻
意
せ
ざ
る
決
心
い
た
し
を
り
候　

徒
な
る
御
心
配

を
被
下
ぬ
や
う
ニ
や
ゝ
先
ま
は
り
ニ
一
応
此
点
申
陳
置
候　

そ
れ
が
又
拝
訪
の
趣
旨

の
一
つ
に
候
き　

御
諒
養
被
下
度
候　

草
々
不
一　

七
月
二
十
六
日　

柳
田
国
男

新
村
大
人　

御
次

34
．
昭
和
一
六
年
八
月
二
〇
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
「
書
斎
に
て
」　

消
印
：
千
歳
一
六
・
八
・

二
〇　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町　

新
村
出
様
）

其
後
御
足
部
の
御
憾
み
ハ
如
何
う
か
ゝ
ひ
上
候　

さ
て
本
年
始
公
刊
せ
ら
れ
候
（
島

根
県
美
濃
郡
）
安
田
村
発
展
史
上
巻

）
1
（

に
石
州
半
紙
の
記
事
殊
に
詳
し
く
紙
漉
重
宝
記

の
解
釈
な
ど
委
曲
を
極
め
を
り
し　

又
方
言
比
照
も
あ
り
お
も
し
ろ
く
候　

著
者
同

村
矢
冨
熊
一
郎
氏

）
2
（

又
ハ
同
村
図
書
館
長
矢
冨
義
成
氏

）
3
（

へ
御
申
入
被
成
候
ハ
ゝ
必
ず
一

部
御
目
に
か
け
申
こ
と
ゝ
存
候　

八
月
二
十

九
月
ハ
大
よ
そ
何
頃
御
上
京
に
や
御
つ
も
り
御
示
し
被
下
度
候

（
1
）
矢
冨
熊
一
郎
一
九
四
一
・
一
│
一
九
四
二
・
八
『
安
田
村
発
展
史
』
安
田
村
図
書
館

（
2
）
矢
冨
熊
一
郎
（
一
八
九
三
│
？
）

（
3
）
矢
冨
義
成
：
未
詳

35
．
昭
和
一
六
年
九
月
六
日
（
封
書
：
折
紙
一
枚　

消
印
欠　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中

溝
町
十
九　

新
村
出
様　

御
次　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国
男
）

御
脚
部
の
御
痛
そ
の
後
如
何
に
や　

夏
中
の
引
籠
御
退
屈
の
こ
と
ゝ
存
上
候　

九
月

の
会
の
二
十
三
四
日
頃
ニ
講
演
会
、
月
末
又
ハ
翌
月
ノ
初
ニ
委
員
会
の
計
画
を
い
た

し
を
り
候　

も
し
御
出
か
け
可
能
に
候
ハ
ゝ
大
よ
そ
の
日
取
御
示
し
乞
度　

い
よ
〳
〵

六
つ
か
し
い
と
き
ま
れ
ハ
講
演
会
の
序
を
以
て
委
員
会
を
開
き
可
申
候　

尤
も
十
五

日
頃
ま
で
の
状
況
に
て
御
き
め
被
下
差
支
無
く
候　

な
ほ
先
日
或
ハ
申
残
候
か
と
も

存
し
候
か
次
期
会
長
選
挙
の
た
と
へ
少
し
て
も
御
意
向
と
反
す
る
懸
念
あ
ら
ば
指
名

で
な
く
投
票
に
い
た
し
度
存
候　
﹇
以
下
、
新
村
文
庫
蔵
『
喜
界
島
方
言
集
』
貼
込
﹈

喜
界
島
方
言
集

）
1
（

送
ら
せ
候
も
御
入
手
被
下
候
や　

是
ハ
あ
ま
た
の
古
語
の
埋
も
れ
居

る
よ
き
遺
物
層
の
や
う
存
候　

恐
々
頓
首　

九
月
六
日

﹇
追
伸
（
重
山
文
庫
所
蔵
分
）﹈
先
日
ハ
御
慰
問
感
謝
仕
候
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（
1
）
柳
田
国
男
編
・
岩
倉
市
郎
著
一
九
四
一
『
全
国
方
言
集　

喜
界
島
方
言
集
』
中
央
公

論
社
（
新
村
文
庫
蔵
）

＠
紙
質
、
切
り
取
り
の
形
状
、
内
容
等
か
ら
新
村
文
庫
蔵
『
喜
界
島
方
言
集
』
の
貼
込
が

こ
の
書
簡
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
。

36
．
昭
和
一
六
年
一
〇
月
一
〇
日
（
封
書
：
折
紙
一
枚　

消
印
：
？
一
六
・
一
〇
・
一
〇　

宛
先
：

京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

親
展　

速
達　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成
城
町　

柳
田
国
男
）

其
後
御
様
子
如
何
に
や　

も
し
幸
ひ
に
御
上
京
御
か
な
ひ
候
ハ
ゝ
東
條
氏

）
1
（

よ
り
可
申

上
手
筈
に
相
成
居
候
も
先
頃
の
委
員
会
ハ
生
憎
と
出
席
者
少
な
く
四
人
の
幹
事
の
外

ハ
橋
本

）
2
（

金
田
一

）
3
（

の
二
君
の
み
な
り
し
為　

先
頃
京
都
に
て
よ
く
〳
〵
承
り
居
り
候
御

心
持
も
他
の
人
々
に
ハ
伝
へ
不
得　

今
の
投
票
の
模
様
（
現
在
貴
君
八
、
小
生
四
、

橋
本
三
、
東
條
一
、
未
五
？
）
に
て
ハ
貴
堂
最
多
数
に
て
御
当
選
と
成
る
ら
し
き
形

成
に
候　

誰
か
一
人
代
行
者
を
御
指
定
な
さ
れ
こ
の
一
年
ハ
御
引
受
被
成
候
之
他
無

き
か
と
も
存
し
候
に
付
御
一
考
被
下
度
候　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ま
じ
く
候
へ
共　

小
生
蔭
に
居
て
工
作
せ
し
や
う
ニ
で
も
思
召
さ
れ
候
て
ハ
困
り
候
故
こ
の
事
情
内
報

申
上
候　

全
く
幹
事
委
員
ま
で
が
小
生
の
注
意
を
省
み
な
か
つ
た
為
に
こ
の
結
果
に

相
成
不
本
意
に
存
居
候　

恐
々
頓
首　

柳
田
国
男

新
村
大
人　

侍
史

（
1
）
東
條
操
：
11
の
（
3
）
参
照

（
2
）
橋
本
進
吉
：
10
の
（
3
）
参
照

（
3
）
金
田
一
京
助
：
12
の
（
1
）
参
照

37
．
昭
和
一
七
年
一
〇
月
一
五
日
（
封
書
：
折
紙
一
枚
裏
表　
　

消
印
：
？
一
七
・
一
〇
・
一

五　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

御
史　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成

城
町　

三
七
七　

柳
田
国
男
）

御
無
事
御
帰
宅
な
さ
れ
た
こ
と
ゝ
存
し
上
候　

ま
す
こ
の
度
は
ゆ
る
〳
〵
御
話
を
承

ハ
る
こ
と
が
出
来
て
し
あ
は
せ
で
し
た
石
川
君

）
1
（

の
方
も
御
話
が
つ
い
て
安
心
し
ま
し

た
高
藤
武
馬
君

）
2
（

ニ
ハ
ま
だ
逢
つ
て
き
ゝ
た
ゞ
し
て
は
見
ま
せ
ぬ
が
東
條
氏

）
3
（

の
手
紙
に

よ
つ
て
大
体
わ
か
り
ま
し
た
の
は
私
の
き
ゝ
そ
こ
な
ひ
で
ハ
無
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と

で
す
。
事
実
は
こ
の
六
七
月
の
交
に
こ
ち
ら
の
請
求
に
よ
つ
て
二
千
五
百
円
を
送
り

来
り
。
今
度
の
御
督
促
に
よ
つ
て
残
り
二
千
五
百
円
の
未
進
を
も
つ
い
に
来
た
の
で

あ
り
ま
し
た
の
ち
石
川
君
ハ
是
を
第
三
年
度
の
金
に
し
て
も
よ
か
ら
う
位
に
考
へ
て

居
た
ら
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
第
三
年
度
以
降
も
事
業
の
進
行
次
第
ま
だ
出
し
て
も

よ
い
と
い
ふ
意
向
を
私
に
洩
し
そ
れ
を
私
ハ
又
委
員
会
の
人
々
に
告
げ
て
置
き
ま
し

た
が
是
は
心
も
と
な
く
又
気
に
も
か
ゝ
り
ま
す
か
ら
此
点
は
も
う
私
自
ら
委
任
を
解

除
い
た
し
ま
す
実
は
会
へ
出
て
時
を
費
す
よ
り
も
砧
村
に
引
込
ん
で
居
て
独
り
で
働

く
方
が
能
率
が
上
る
と
存
じ
も
う
少
し
古
い
ノ
ー
ト
の
整
頓
に
打
込
み
た
い
と
思
つ

て
居
る
の
で
す
方
言
を
や
や
片
づ
け
た
ら
其
次
は
メ
ェ
ル
ヘ
ン
だ
け
を
専
門
に
楽
み

た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す　

私
た
ち
か
ら
御
内
君
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
下
さ
い

十
月
十
五
日　

柳
田
国
男

新
村
大
人
御
次

（
1
）
石
川
君
：
未
詳

（
2
）
高
藤
武
馬
（
一
九
〇
六
│
？
）
文
学
者
。
広
島
県
出
身
。
東
京
帝
国
大
学
国
文
学
科

卒
。
雑
誌
『
方
言
』
編
集
。
法
政
大
学
名
誉
教
授
。

（
3
）
東
條
操
：
11
の
（
3
）
参
照

38
．
昭
和
一
八
年
六
月
二
四
日　

以
降
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
「
孫
娘
と
」　

消
印
判
読
困
難　

宛
先
：
京
都
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

芳
信
多
謝　

小
生
殊
懶
日
ニ
加
リ
何
か
と
い
ふ
と
田
舎
ニ
参
り
た
が
り　

御
伺
ひ
も

怠
り
を
り
候　

御
車
中
の
御
徒
然
と
ハ
申
な
か
ら
よ
く
も
御
読
書
を
御
つ
ゞ
け
被
成
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御
根
気
健
羨
之
至
に
候　

御
蔭
で
卑
著

）
1
（

に
止
り
そ
れ
な
ら
強
ひ
て
も
さ
し
上
け
れ
ハ

よ
か
つ
た
に
と
存
候　

令
内
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候

こ
の
写
真
か
ら
又
六
七
年
に
な
る
大
き
な
方
ハ
女
学
校
に
入
り
申
候

（
1
）
卑
著
：
柳
田
国
男
一
九
四
二
『
木
思
石
語
』
三
省
堂
﹇
柳
全
一
三
﹈
を
さ
す
。

＠
こ
の
絵
ハ
ガ
キ
は
新
村
文
庫
蔵
『
木
思
石
語
』
貼
込
。
日
付
は
同
書
刊
行
日
よ
り
推
定
。

39
．
昭
和
二
一
年
三
月
二
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
「
書
斎
に
て
」　

消
印
不
詳　

宛
先
：
京
都

市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　
﹇
新
村
朱
筆
﹈
昭
和
二
十
一
年
三
月
六
日
正
午
接
手
）

小
林
英
夫
君

）
1
（

か
ら
久
々
の
御
消
息
を
承
り
思
慕
且
つ
安
堵
仕
候　

流
離
間
関
と
は
こ

の
こ
と
か
と
思
ふ
ほ
ど
誰
も
彼
も
遠
ざ
か
り
し
み
〳
〵
敗
戦
国
の
嘆
き
を
味
ひ
居
候

　

い
つ
ぞ
や
御
勧
め
下
さ
れ
し
「
毎
日
の
言
葉

）
2
（

」
近
く
本
に
な
り
候
故　

そ
の
時
に

御
便
り
申
上
ん
と
存
し
居
候
と
こ
ろ
に
候　

令
内
に
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

昨
日
始
て
鶯
を
き
ゝ
申
候
雲
雀
ノ
よ
う
〳
〵
つ
き
果
て
申
尾
長
鳥
の
ミ
沢
山
に
候　

三
月
二
日
夕

○
桑
木
君

）
3
（

に
も
罹
災
後
ま
だ
逢
不
申
候

（
1
）
小
林
英
夫
：
22
の
（
6
）
参
照
。

（
2
）
柳
田
国
男
一
九
四
六
『
毎
日
の
言
葉
』
創
元
社
。
新
村
文
庫
に
柳
田
寄
贈
本
あ
り
。

そ
の
書
込
に
「
婦
人
公
論
に
連
載
せ
ら
れ
し
を
、
上
り
下
り
の
ツ
バ
メ
、
カ
モ
メ
な
ど

の
展
望
車
の
書
架
上
よ
り
と
り
だ
し
て
安
ら
か
に
よ
み
あ
ぢ
は
い
し
こ
と
あ
り
け
り
。

著
者
に
語
り
て
、
一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
せ
ら
れ
な
ば
御
寄
贈
を
受
け
（
た
）
し
と
い

ひ
し
こ
と
あ
り
」
と
あ
る
。

（
3
）
桑
木
厳
翼
：
1
の
（
1
）
参
照
。

40
．
昭
和
二
一
年
九
月
二
二
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
「
書
斎
に
て
書
見
」　

消
印
：﹇
判
読
困
難
﹈

二
一
・
九
・
二
三　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　
﹇
新
村
朱
筆
﹈
昭
和
二

十
一
年
九
月
廿
九
日
到
来
）

引
つ
づ
き
御
無
事
御
暮
し
被
成
候
哉
存
上
候　

先
日
朝
日
で
本
多
君

）
1
（

に
逢
ひ　

御
容

子
も
う
か
ゞ
ひ
申
候　

さ
て
沖
縄
文
化
叢
説

）
2
（

と
も
名
つ
く
へ
き
文
集
を
作
り
学
問
上

の
関
心
を
喚
起
し
た
く　

十
四
五
人
同
意
戴
き　

貴
兄
に
も
何
か
ご
く
御
心
軽
く
御

書
き
被
下
ま
じ
く
や　

二
十
枚
内
外
成
る
べ
く
ハ
十
月
一
ぱ
い
位
ニ
ま
と
め
度　

幣

原
氏

）
3
（

も
参
加
せ
ら
れ
候　

中
央
公
論
社
に
て
出
し
申
候　

奥
様
に
よ
ろ
し
く

九
月
廿
二
日

（
1
）
本
多
君
：
未
詳

（
2
）
柳
田
国
男
編
一
九
四
七
『
沖
縄
文
化
叢
説
』
中
央
公
論
社　

新
村
の
寄
稿
は
実
現
せ

ず
。

（
3
）
幣
原
氏
：
幣
原
坦
（
一
八
七
〇
│
一
九
五
三
）。
東
洋
史
学
者
、
行
政
官
。
大
阪
府

出
身
。
東
大
国
史
学
専
攻
卒
。
東
大
教
授
、
台
北
大
学
初
代
総
長
な
ど
歴
任
。

＠
こ
の
ハ
ガ
キ
は
新
村
文
庫
蔵
・
柳
田
国
男
一
九
四
六
『
毎
日
の
言
葉
』
創
元
社
に
貼
込
。

41
．
昭
和
二
二
年
四
月
六
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
「
自
邸
の
庭
に
て
」　

消
印
：
千
歳
二
二
・
四
・

六　

京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
二
十
二
年
四
月
八
日
到
来

　

出
）

童
心
録

）
1
（

即
日
拝
読
了　

御
心
境
を
な
つ
か
し
み
申
候　

御
礼
申
上
候　

此
園
大
に
荒

れ
竹
垣
こ
と
〳
〵
く
朽
ち
去
り
野
犬
の
足
あ
と
徑
を
な
し
候
も　

花
ハ
こ
の
春
も
盛

に
て
し
か
も
風
無
く　

木
蓮
コ
ブ
シ
ボ
ケ
ミ
ヅ
キ
な
ど
時
を
得
か
ほ
に　

樹
蔭
に
は

カ
タ
カ
コ
の
花
も
七
八
分
咲
出
申
候　

山
河
隔
絶
愁
懐
無
限
候

四
月
六
日
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（
1
）
新
村
出
一
九
四
六
『
童
心
録
』
靖
文
社　

柳
田
文
庫
に
は
所
蔵
な
し
。

42
．
昭
和
二
六
年
四
月
二
〇
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
ね
ま
り
地
蔵
尊
」　

消
印
：
千
歳
﹇
以
下
判
読
困
難
﹈

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
大
人　

御
左
右　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区
成

城
町　

柳
田
国
男　
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日
つ
く
）

岡
書
院
よ
り
語
源
考

）
1
（

一
拝
受　

早
速
精
読
了
欽
募
の
情
を
乗
し
申
候　

羽
田
さ
ん

）
2
（

の

話
で
は
五
月
ハ
御
上
京
可
能
の
よ
し　

半
日
と
こ
か
に
御
緩
話
の
期
を
得
度
候　

其

折
に
話
題
に
右
御
著
に
付
す
る
所
感
な
ど
わ
ざ
と
貯
へ
も
ち
を
り
候　

御
内
君
は
し

め
御
一
同
様
に
く
れ
〳
〵
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候　

四
月
二
十
日

五
月
一
日
ハ
国
学
院
大
学
に
て
米
の
話

）
3
（

を
し
よ
う
か
と
存
し
居
候

（
1
）
新
村
出
一
九
五
一
『
語
源
を
さ
ぐ
る
1
』
岡
書
院
。
柳
田
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。

（
2
）
羽
田
亨
：
15
の
（
5
）
参
照

（
3
）
昭
和
二
六
年
五
月
一
日
、
國
學
院
大
學
大
学
院
開
講
式
に
出
席
、「
瑞
穂
の
国
」
を

講
演
。

43
．
昭
和
二
六
年
一
一
月
四
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
十
和
田
国
立
公
園　

絶
景
「
定
雲
崎
」
の
播
雲
」

　

消
印
：
千
歳
二
六
・
一
一
・
四　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

差
出
：

東
京
世
田
谷
区
成
城
三
七
七　

柳
田
国
男　
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
五
日
接
手
）

御
葉
書
も
雀
の
俳
本

）
1
（

も
拝
受
御
礼
申
上
候　

其
後
お
か
ら
だ
に
ハ
何
の
御
障
り
も
な

く
候
哉　

小
生
十
月
三
十
一
日
夕
や
や
疲
れ
帰
宅
仕
候　

木
曽
の
山
ハ
柿
の
葉
も
実

も
山
桜
も
紅
葉
し
を
り
候　

尤
う
つ
く
し
く　

翌
日
ハ
又
塩
尻
峠
を
越
え
湖
水
に
富

士
の
景
を
賞
く
わ
ん
い
た
し
候　

両
月
ハ
早
速
家
■
に
示
し　

同
人
も
感
颯
い
た
し

を
り
候　

御
内
方
へ
よ
ろ
し
く
お
伝
へ
被
下
度
候

（
1
）
俳
人
・
木
村
緑
平
（
一
八
八
八
│
一
九
六
八
）
の
句
集
（
未
詳
）
を
指
す
か
？　

新

村
出
一
九
五
二
「
痩
柿
舎
だ
よ
り
」（
新
全
一
三
：
五
六
三
）
に
「
緑
平
の
雀
の
句
集
は
、

前
後
二
冊
購
入
し
て
、
一
は
鳥
類
博
士
の
川
村
多
実
二
翁
に
あ
げ
、
他
は
先
途
来
訪
の
、

柳
田
国
男
翁
に
献
じ
ま
し
た
」
と
あ
る
。

＠
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
三
一
日
に
か
け
、
柳
田
は
関
西
各
地
お
よ
び
長
野
県

を
旅
行
（
柳
伝
年
譜
）。
二
五
日
に
新
村
邸
を
訪
問
（
新
村
文
庫
蔵
『
後
狩
詞
記
』
書
込
）。

44
．
昭
和
二
七
年
一
月
七
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
官
幣
大
社　

鹿
児
島
神
宮　

本
殿
拝
殿
」　

消
印
：

千
歳
二
七
・
一
・
八　

京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

差
出
：
東
京
世
田
谷
区

成
城
町　

柳
田
国
男
）

よ
い
正
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た　

御
二
人
様
風
も
御
引
な
さ
れ
ま
せ
ん
か　

私
は
十
月

か
ら
の
咳
を
も
ち
こ
し
引
こ
ん
で
を
り
ま
す　

時
に
私
の
俳
諧
評
釈

）
1
（

ハ
先
年
ご
覧
下

さ
れ
ま
し
た
か　

も
し
ま
だ
な
ら
ば
今
度
再
版
し
ま
し
た
故
さ
し
上
け
度
存
し
ま
す

一
月
七
日
夕

（
1
）
柳
田
国
男
一
九
四
七
『
俳
諧
講
釈
』
民
友
社
。
一
九
五
一
創
元
社
よ
り
再
刊
。
新
村

文
庫
に
は
民
友
社
版
所
蔵
。

45
．
昭
和
二
七
年
七
月
六
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
庭
木
を
見
る
﹈　

消
印
：
千
歳
二
七
・

七
・
七　

宛
先
：
京
都
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

御
歌
集
牡
丹
の
園

）
1
（

有
が
た
く
存
候　

一
昨
日
ハ
こ
の
二
階
の
小
室
に
て
一
日
静
か
に

拝
誦
仕
候　

一
生
斯
う
し
て
歌
を
作
り
な
さ
れ
た
上
ハ
歌
人
と
し
て
後
世
に
も
御
伝

は
り
な
さ
る
へ
く　

し
か
も
御
門
派
の
無
い
こ
と
が
全
く
御
作
を
す
が
〳
〵
し
く
し

て
居
る
や
う
に
存
候　

奥
様
に
も
此
よ
ろ
こ
び
御
伝
へ
被
下
度
候　

柳
田
国
男

又
こ
ん
な
葉
書
を
こ
し
ら
へ
候　

二
月
も
前
の
庭
の
山
吹
、
左
の
木
ハ
枇
杷
に
候　
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七
月
六
日

（
1
）
新
村
出
一
九
五
二
・
〇
六
『
牡
丹
の
園
』
白
楊
社
、
柳
田
文
庫
は
未
所
蔵

46
．
昭
和
二
七
年
一
〇
月
一
六
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
ヒ
バ
リ
﹈　

消
印
：
千
歳
二
七
・
一

〇
・
一
六　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

先
日
は
久
々
に
て
拝
顔
を
得
欣
喜
之
至
り
に
候
御
歓
待
奉
深
謝
候　

令
内
に
も
よ
ろ

し
く
御
礼
御
伝
ヘ
被
下
度
候　

小
生
等
あ
の
翌
早
朝
故
郷
播
州
田
原
に
帰
り
一
泊　

そ
れ
よ
り
山
陰
北
陸
飛
騨
木
曽
を
返
し
一
昨
夕
へ
と
〳
〵
に
疲
れ
帰
庵
仕
候　

御
芳

信
出
発
後
ニ
相
成
遅
く
拝
見　

折
角
の
御
厚
意
を
利
用
し
得
ず　

松
か
さ
は
あ
れ
か

ら
始
終
念
頭
を
去
ら
ず
小
庭
の
琉
球
松
の
も
市
河
家

）
1
（

の
親
木
の
と
共
に
必
ず
御
送
可

申
上
候　

放
送
ハ
御
聴
被
成
候
や
如
何　

十
月
十
五
日
ノ
夕　

柳
田
国
男
拝

こ
れ
ハ
此
五
月
の
写
真
、
題
は
「
ヒ
バ
リ
」

（
1
）
市
川
三
喜
（
一
八
八
六
│
一
九
七
〇
）
英
語
学
者

＠
昭
和
二
七
年
一
〇
月
四
日
に
大
阪
朝
日
新
聞
社
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
会
第

四
回
年
会
の
た
め
関
西
に
訪
れ
た
柳
田
は
、六
日
、京
都
市
民
会
館
で
「
近
畿
と
民
俗
学
」

を
講
演
し
た
後
、
故
郷
福
崎
に
立
ち
寄
り
、
城
崎
、
天
橋
立
、
金
沢
、
高
山
、
下
諏
訪

を
経
て
帰
宅
す
る
（
柳
伝
年
譜
）。

47
．
昭
和
二
八
年
八
月
一
五
日
（
絵
ハ
ガ
キ
﹇
牧
場
風
景
﹈　

消
印
：
千
歳
二
八
・
八
・
一
七　

宛
先
：
京
都
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
大
人 

御
次　

差
出
：
東
京
成
城　

柳
田
国
男
）

夏
中
御
元
気　

何
よ
り
と
存
じ
上
候　

小
生
ハ
此
夏
例
の
新
嘗
考

）
1
（

の
一
部
を
草
了
し

度　

淋
漓
た
る
汗
と
た
ゝ
か
ひ
且
つ
疲
弊
困
敗
し
お
り
候　

佐
藤
氏

）
2
（

よ
り
も
直
に
も

手
紙
を
承
ハ
リ
た
し
声
援
を
い
た
し
候
も
書
く
方
ハ
多
分
間
に
会
う
ま
じ
く
候
御
答

へ
申
置
候　

八
月
十
五
日

（
1
）
柳
田
国
男
一
九
五
三
「
稲
の
産
屋
」
に
ひ
な
め
研
究
会
『
新
嘗
の
研
究
』
第
一
輯
、

創
元
社

（
2
）
佐
藤
氏
：
未
詳

48
．
昭
和
二
九
年
五
月
八
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
座
敷
に
て
﹈　

消
印
：
千
歳
二
九
・
五
・

八　

宛
先
：
京
都
市
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
二
十
九
年
五
月
十

日
つ
く
）

御
ね
ん
ご
ろ
な
御
手
紙
拝
見　

成
る
ほ
ど
や
は
り
御
用
心
の
方
が
よ
い
と
存
じ
ま
す

　

も
う
一
度
あ
な
た
の
為
に
尤
も
御
都
合
の
よ
い
機
会
を
作
り
た
い
と
先
方
で
も
言

つ
て
居
り
ま
す　

十
分
御
養
生
を
念
じ
上
ま
す　

今
度
は
口
切
り
は
私
が
代
理
い
た

し
ま
す　

な
ほ
追
て
事
情
を
申
上
ま
す　

奥
様
も
御
大
切
に
な
さ
れ
ま
せ

五
月
八
日　

柳
田
国
男

何
か
申
継
く
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
随
時
御
令
聞
下
さ
い

＠
昭
和
二
九
年
五
月
一
七
日
の
国
立
国
語
研
究
所
評
議
会
、
も
し
く
は
、
五
月
一
八
日
か

ら
二
五
日
に
か
け
て
皇
居
で
開
か
れ
た
言
語
学
研
究
会
に
関
す
る
も
の
か（
柳
伝
年
譜
）。

49
．
昭
和
三
〇
年
二
月
二
四
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
喫
煙
中
﹈　

消
印
：
千
歳
三
〇
・
二
・

二
四　

宛
先
：
京
都
上
京
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様
）

近
頃
御
無
音
に
過
ぎ
候　

御
近
状
如
何　

殊
に
令
室
の
御
様
子
ハ
如
何
と
存
居
候　

主
翁
の
方
ハ
最
近
数
次
の
風
説
に
よ
れ
ハ
可
な
り
御
元
気
の
よ
し
是
ハ
何
よ
り
の
好

音
に
候　

小
生
の
如
き
ハ
増
々
困
敗
且
つ
役
廻
人
に
小
言
を
い
ふ
為
に
活
き
て
居
申

候
か
如
き
感
有
之
我
な
が
ら
う
と
ま
し
き
限
り
に
候　

松
岡
一
族
中
八
十
に
達
せ
し
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も
の
古
来
■
■
の
や
う
に
被
存
た
ゝ
そ
れ
の
み
を
以
て
周
辺
の
者
を
よ
ろ
こ
ば
せ
を

り
候　

テ
ー
プ
の
周
波
数
の
ち
が
ひ
わ
び
し
く
何
と
か
し
て
今
度
テ
ー
プ
に
て
御
話

し
た
く
存
候

50
．
昭
和
三
一
年
三
月
一
二
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
上
半
身
象
﹈　

消
印
：
千
歳
﹇
以
下
判

読
困
難
﹈　

宛
先
：
京
都
市
北
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
大
人　

御
答　
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
三

十
一
年1

9
5
6

三
月
十
二
日
午
後
つ
く
）

久
々
に
て
御
手
札
を
承
ハ
り
な
つ
か
し
く
拝
見
仕
候　

あ
の
二
つ
の
問
題
ハ
近
頃
あ

ま
り
熱
心
な
人
な
く　

や
は
り
郷
土
研
究
時
代
の
も
の
を
援
抄
す
る
外
な
き
か
と
存

候　

ス
ワ
ン
メ
エ
デ
ン
の
類
型
ハ
南
の
島
ニ
い
く
ら
か
濃
か
に
書
て
あ
り
候
こ
と
ま

で
ハ
申
上
得
ら
れ
候
、
奄
美
諸
島
な
ど
の
昔
話
集
ニ
或
ハ
御
参
考
に
な
る
も
の
一
、

二
冊
ハ
あ
る
か
と
存
じ
候　

専
門
家
の
女
性
も
あ
り
御
紹
介
可
申
上
候
、
こ
の
五
月

ハ
今
か
ら
八
つ
目
う
な
ぎ
で
も
御
服
用
御
断
行
尤
も
御
願
は
し
く
候　

御
奥
方
御
様

子
如
何　

よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
べ
し　

二マ
マ

月
十
日

地
続
き
に
小
屋
の
隠
居
を
構
へ
、
文
庫
と
別
れ
て
い
ろ
〳
〵
不
自
由
に
候

51
．
昭
和
三
一
年
三
月
二
二
日
（
絵
ハ
ガ
キ
「
平
家
物
語　

応
永
写
本
」　

消
印
：
千
歳
三
一
・
三
・

二
二　

宛
先
：
京
都
市
北
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

差
出
：
東
京
成
城
町　

柳
田
国
男
）

次
々
の
御
手
札
御
書
状
恐
入
候　

そ
れ
よ
り
も
大
に
元
気
を
出
し
た
ま
ふ
こ
と
を
念

願
し
て
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
の
油
（
カ
プ
セ
ル
入
）
少
々
御
送
り
申
候　

小
生
等
二
人
ハ

も
う
半
年
近
く
も
用
ゐ
を
り
腸
の
力
が
強
く
な
る
や
う
に
存
候　

小
生
ハ
煙
草
禍
故

朝
夕
三
粒
づ
ゝ
食
後
に
服
用
候
も
貴
台
は
其
禍
な
き
故
二
粒
つ
ゝ
に
て
も
十
分
か
と

存
候　

令
室
に
も
御
す
ゝ
め
被
下
度　

い
か
ほ
と
も
追
つ
て
さ
し
上
度
候　

謹
言

＠
新
村
の
礼
状
あ
り
。
新
村
出
一
九
五
六
・
〇
三
．
二
九
「『
広
辞
苑
』
そ
の
後
」『
産
業

経
済
新
聞
』﹇
新
全
九
：
二
〇
七
﹈
に
言
及
あ
り
。

52
．
昭
和
三
一
年
八
月
五
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
の
庭
に
て
（
晩
年
）﹈　

消
印
：
千

歳
三
一
・
八
・
五　

宛
先
：
京
都
市
北
区
小
山
中
溝
町　

新
村
出
大
人　

御
次
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
﹇
三

十
﹈
一
年
八
月
六
日
受
信
）

八
月
四
日
朝　
﹇
二
〜
三
字
欠
﹈此
暑
さ
い
か
﹇ゞ
二
〜
三
字
欠
﹈き
申
上
候
折
柄﹇
二

〜
三
字
欠
﹈
の
養
生
生
活
又
■
候
の
も
感
興
羨
ま
し
き
迄
の
悠
々
た
る
御
■
﹇
一
字

欠
﹈
夕
あ
﹇
一
字
欠
﹈
の
胸
を
撫
で
申
候
﹇
二
〜
三
字
欠
﹈
べ
る
と
小
生
は
可
な
り

あ
く
﹇
五
〜
六
字
欠
﹈
ど
も
そ
ち
ら
よ
り
喰
ら
う
﹇
二
〜
三
字
欠
﹈
■
■
申
候　

先

日
の
一
■
■
も
﹇
四
〜
五
字
欠
﹈
も
﹇
一
字
欠
﹈
■
し
■
し
く
存
じ
候
ハ
ゝ
と
﹇
七

〜
八
字
欠
﹈
被
下
度
候　

柳
田
国
男

追
白　

六
十
年
前
と
申
す
と
そ
れ
だ
け
が
も
う
話
題
に
な
る
や
う
に
候　

島
崎
藤
村

の
椰
子
の
歌
に
つ
い
て
の
逸
話　

ラ
ジ
オ
東
京

）
1
（

に
頼
ま
れ
吹
込
申
置
候　

此
月
二
十

一
日
頃
の
早
天
に
出
る
も
の　

或
ハ
都
の
空
ま
で
ハ
届
き
申
ま
じ
く　

そ
の
場
合
ハ

文
に
し
て
御
目
に
か
け
度
存
居
候　

柳
叟

（
1
）
昭
和
三
一
年
八
月
二
〇
日
、
ラ
ジ
オ
東
京
「
朝
の
談
話
室
」
の
時
間
に
「
椰
子
そ
の

他
の
寄
物
の
話
」
を
放
送
（
柳
伝
年
譜
）

53
．
昭
和
三
五
年
二
月
一
〇
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
の
庭
に
て
孫
た
ち
と
﹈　

消
印
：

千
歳
三
五
・
二
・
九　

宛
先
：
京
都
市
上
京
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
大
人　

御
次　
﹇
新
村
筆
﹈

35
│
2
│
10
ｐ
ｍ
）

御
書
斎
御
無
事
に
候
哉
如
何　

此
寒
さ
の
此
さ
は
り
も
お
は
し
ま
さ
ず
候
や　

小
生

こ
の
正
月
は
風
に
て
外
に
も
出
す
候　

関
口
君
の
此
文
集

）
1
（

を
今
度
も
拝
見
四
十
年
前

の
想
ひ
出
を
つ
ゞ
け
て
居
り
ま
す　

一
ぺ
ん
夫
人
の
御
と
こ
ろ
音
信
申
上
度
御
住
居
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は
今
も
鎌
倉
の
浄
智
寺
内
な
り
や
御
教
へ
承
ハ
り
度
こ
の
成
城
に
も
妹
君
住
み
給
へ

り
と
き
ゝ
候
が
今
も
に
候
や
如
何　

柳
田
国
男

久
し
く
御
訪
問
を
怠
り
を
り
候

（
1
）
関
口
泰
著
、
関
口
隆
克
編
一
九
六
〇
『
空
の
な
ご
り　

黙
山
関
口
泰
遺
歌
文
集
』
刀

江
書
院
。
著
者
・
関
口
泰
（
一
八
八
九
│
一
九
五
六
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
は
新
村
の

生
家
父
方
の
親
戚
に
あ
た
り
、
新
村
が
題
言
を
寄
せ
る
。
柳
田
に
と
っ
て
は
朝
日
新
聞

論
説
委
員
時
代
の
同
僚
。

54
．
昭
和
三
六
年
五
月
四
日
（
柳
田
自
製
絵
ハ
ガ
キ
﹇
自
邸
庭
木
を
見
る
﹈　

消
印
：
千
歳
三
六
・

五
・
六　

宛
先
：
京
都
市
北
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
様　

御
左
右　
﹇
新
村
筆
﹈
昭
和
36
（
１

９
６
１
）
│
５
│
８
受
）

久
し
く
御
尋
ね
も
怠
つ
て
居
り
ま
す
が
御
き
げ
ん
奈
何
に
お
は
し
候
や　

あ
な
た
は

も
う
此
の
五
月
の
会

）
1
（

も
御
上
京
ハ
な
さ
れ
ま
せ
ぬ
か　

私
も
大
分
弱
く
な
り
ま
し
た

が
も
し
幸
ひ
あ
な
た
よ
り
御
出
で
に
な
る
や
う
な
ら
勉
強
し
て
御
出
逢
？
ひ
ニ
出
た

く
存
じ
て
居
り
ま
す　

旧
い
人
た
ち
が
段
々
へ
り
ま
す
の
で
一
人
で
行
つ
て
ハ
物
を

言
ふ
元
気
が
出
ま
せ
ん

五
月
四
日　

柳
田
国
男　
﹇
新
村
筆
：
昭
三
十
六
年
﹈

上
洛
中
止
の
内○
○規
も
折
々
ハ
後
悔
す
る
ほ
ど
御
面
会
の
折
を
待
ち
こ
か
れ
て
居
り
ま

す（
1
）
学
士
院
例
会

﹇
参
考
：
新
村
出
の
柳
田
国
男
宛
書
簡
﹈

昭
和
三
一
年
三
月
二
二
日
（
ハ
ガ
キ　

消
印
：
京
都
三
一
・
三
・
二
二　

宛
先
：
東
京
都
世
田

谷
区
成
城
町
三
七
七　

柳
田
国
男
様　

差
出
：
京
都
市
北
区
小
山
中
溝
町
十
九　

新
村
出
）

昨
日
ハ
や
つ
め
う
な
ぎ
の
油
の
お
く
す
り
一
ト
カ
ン
頂
戴
い
た
し
あ
り
が
た
う
存
候

　

朝
昼
晩
ニ
三
粒
づ
ゝ
三
回
と
あ
れ
ど
も
朝
晩
ほ
か
食
用
せ
ず（
毎
朝
十
時
半
起
床
、

十
一
時
朝
食
）
従
て
二
回
に
と
ゞ
め
お
く
分
よ
ろ
し
き
と
て
存
候　

御
懇
切
多
謝
深

謝　

昭
和
三
十
一
年
三
月
春
分
後
一
日

○
夏
痩
せ
に
き
く
と
ふ
く
す
り
春
に
も
と
国
男
の
を
ぢ
が
む
な
ぎ
た
ば
せ
る

○
も
の
ゝ
の
ふ
の
八
十
ぢ
お
き
な
を
励
ま
す
と
八
つ
目
の
う
な
ぎ
た
ま
ひ
け
る
か
も

○
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
ゆ
た
か
な
り
と
ふ
い
ざ
の
ま
む
や
つ
め
う
な
ぎ
の
肝
の
く
す
り
を

○
上
野
山
花
橘
の
か
を
る
こ
ろ
さ
つ
き
な
か
ば
の
し
る
し
待
た
な
む

○
あ
づ
さ
弓
春
の
こ
ゝ
ち
の
み
な
ぎ
ら
ばH

ero

を
こ
ひ
て
た
ら
ひ
舟
こ
が
む

＠
柳
田
よ
り
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
油
の
錠
剤
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
（
昭
和
三
一
年

三
月
二
二
日
消
印
の
柳
田
ハ
ガ
キ
参
照
）。
新
村
出
記
念
財
団
に
コ
ピ
ー
を
所
蔵
。
な
お
、

同
ハ
ガ
キ
は
つ
い
最
近
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
で
現
物
が
発
見
さ
れ
、
成
城
大
学

民
俗
学
研
究
所
編
・
発
行
『
特
別
展　

柳
田
国
男　

五
感
と
こ
と
ば
の
世
界
│
「
日
本

民
俗
学
」
百
年
前
の
産
声
│　

解
説
・
目
録
』（
二
〇
一
〇
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

 

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

 

（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）
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This article proposes “Kyoto as a method” in order to challenge a series of biased views such as “Yanagita-

centric historical view,” “Tokyo-centric historical view,” and “pure folklore-centric historical view” that exist in 

conventional “history of folklore studies.” This article examines Izuru Shinmura (1876 - 1967), who was an editor 

of the national dictionary “Koujien.” Shinmura continued to be a friend of Kunio Yanagita for life, but the meaning 

of this friendship in the history of studies has not been fully discussed. One of the reasons for this is that no 

materials that evidence the exchanges between them had been found. However, the author of this article found 

more than fifty letters from Yanagita to Shinmura during research on materials in Chozan-bunko Collection of 

Shinmura Izuru Foundation and Shinmura-bunko Collection of Osaka City University. For convenience, the letters 

may be classified into a) responses for research, b) favors for materials, c) folklore studies as a movement, d) 

dialectology as a movement, and e) records of friendship. From these letters, the following facts have been 

confirmed: they exchanged opinions mainly on vocabulary studies from the late Meiji period to their last years; 

Shinmura obtained permission of reading materials by favor when Yanagita was the chief of the record section of 

the Secretary to the Cabinet; Yanagita consulted Shinmura who was the director of Kyoto University Library 

about the purchase of materials; Yanagita asked Shinmura to introduce him to persons concerned of Kyoto 

University for the grant for “Survey on Mountain Village” (1934 - 1936); for the management of the Society of 

Japanese Dialects founded in 1940, Yanagita consulted about various things such as study meetings, publication of 

the journal of the Society, selection of chairman, financing, etc. Such relationship between Yanagita and Shinmura 

may be considered an “inescapable relationship” since the time at Daiichi High School. However, we should 

remember that their relationship was based on their basic agreement on language recognition such as strong will 

toward “living language,” insatiable collecting of materials, and optimism for progress of language. Furthermore, 

it is noteworthy that their relationship promoted exchange between researchers around Kyoto University and the 

folklore studies of Yanagita.

Key words: Kunio Yanagita, Izuru Shinmura, Kyoto, language, letter

Dear Izuru Shinmura：Fragment of History of Folklore Studies Seen in Letter of Kunio 
Yanagita
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